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難電
教
授
選
考
遅
れ
る

文
学
部
社
会
学
科
な
ど

京
犬文
掌部
の
哲
学
科
社
会
学
講
座
と

同文
学科
フ
ラ
ン
ス
鵡
学
・フ
ラ
ン
ス

文
学鵠
座は
先
ζろ
の
臼
井
二尚
、
齢

吹
武
彦両
教
授
の
遮
冒
以
釆
後
任
教
授

が
決
窟
し
て
い
な
い
が
、
去
る
十
一

日
、
十
八
日
の
同
学
部
教
援
会
で
や
っ

と
選
考
蚕
員
会
が
組
織
さ
れ
選
考
資
料

の
し
ゆ
う
集
に
と
り
か
か
って
い
る
o

こ
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
文
学
教
授
に
つ

ノ

い
て
は
選
考
妻
内
の
意
見
は
ほ
ぼ
ま

と
ま
う
て
い
る
が
、社
会
学
教
授
に

つ
い
て
は
、
文
学
協
、教
育
学
部
、

教
養
部
、
人
文研
から
五教
冒
も
の

候
補
が
あ
が
っ
て
お
り人
選
は難の

し
て
い
る
襖
様
●
新
学年
を
迎え
阜

期
決
定
が
望
ま
れ
て
い
る
●

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
団
京
大
訪
問

一一十
一日
午
前
、
日本
学
術

会
議
の
招
き
で
訪
日中
のソ
連

科
学
ア
カ
デ
ミ混

壽
ヨ
団

憂
M
・V
・ケ
ル
デ
ュシ
総
裁

)
の
一行
八
人
が
京大
を訪
れ

異
田
学
長
、
桑
原
、
貝塚
両
教

授
ら
と
懇
談
、
席
上
、ケ
団長

か
ら
ソ
連
の
印
刷技
術
発
明
四

百
週
年
を
紀
念
し
ご出
版
さ
れ

た
五
冊
の
本
が
球
穴
に贈
ら
れ

た
.ま
た
澗
団
は
同
日嚢

、
京

大
霧

躍
学
研
寄

で開
か

れ
た
講
演
会
に
臨
ん
だ、
こ
れ

に
先
だ
っ
て
ケ団
長
か
ら
湯
川
教
授
の
業
績
を
讃
え
て
ソ
連科
学
ア
カ

デ
ミ↑
の最
高
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
賞
(金
メ
ダ
ル
)
が
贈
ら
れた
.

そ
の後
、ソ
連
電
子
工
学
の
権
威
V
・A
・コ
テ
ル
ニ
コフ
博
士
の

「惑
堅
の電
波
探
知
に
つい
て
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、午
後四
時
頃

散
会
し
た
。
写
真
は
M
・
V
・ケ
ル
デ
ィ
ッ
シ
ュ氏
か
ら
メ
タ
ルを
受
け

る
湯川
教
授

千

六
百

三
十

人

が

卒

業

二
十
四
日
午前
十
時
か
ら
、
京
大
本
部
大
ホ
ー
ル
で
昭
和
三十
八
年
度

卒
桑
式
が行
な
わ
れ
る
。
本
年
度
学
部
卒
笑
牛
は
千
六
百
三
十
人。

式
次
第
は、
学
歌
斉
唱
、
合
格
証
欝
(卒
乗
証
醤
)
授
与
、
学
長
祝

辞
、
卒
業生
代
表
答
辞
、蛍
の
光
斉
喝
。

な
お
、
本
年度
の卒
禦
生
代
衰
は
法
学
部
の
腸
謙
三
霜
.

新
入
生
対
象
に
寮
生
募
集

京
大学
生
部
は
今
年
も
新
入
生
を
刈
象
に
寄
宿
禽
生
を
募集
す
る
.
募

祭
人
員
は
吉
田
繁
西
蟹
六
十
二
人
、
宇治
繁
七
人
、
女
芋
寮
九
人
だ
が
宇

婆

は
さ
ら
に
十
三人
ほ
ど
ふ
え
る
見
込
み
.
入
寮
希
望者
は
二十
九
日

ま
で
に
掌
生
部
厚
生
課
繁
務
掛
宛に
所
定
の
願
書
を
提出
し
、
三
十
噌日

か
ら
四
月
二日
に
か
け
て
学
牛
部
、
繁
生
の
面接
選
琢
を
へて
、
一[日
に

入
禽肝
可
者
が
発
表
さ
れ
る
。

新
入
生
歓
迎
し
て
多
彩
な
催
し

岡
学
会馬
体
育
会
、
応
援
団
お
よ
び
生
協
室
催
に
よ
る
新
入生
歓
迎
会

の
準
構
が
進
め
ら
れ
て
い
る
●

ぴ

ま
ず
体
育
会
で
は
、
四
月
十
八
日午
後
一時
から
京
都
新
聞
ホ
ー
ル
で

映
回
「チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
独
裁
者
」
と
各サ
ー
ク
ル紹
介
を
行
な
う
.

入
場
料
百
円
(体
育
会
会
員
は
五
十
円
)
二
十
六日
は奈
良
方
面
に
新

入
懲
歓
迎
「バ
ス
ツ
ァ
ー
」
を
行
な
う
。費
用
は
四
百
円
ー
五
百
円

(予
定
)
.
応
援
団
で
は
、
二
十
五日
に
京大
西
部
講
堂
で
演
奏
会
と

サ
ー
ク
ル
紹
介
を
予
定
し
て
い
る
.
な
お、
去
年
行
な
わ
れ
た
模
擬
店

と
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
トー
ム
は申
止
に
な
る
も
よ
う
。

生
協
で
は
、
二
十
四
日午
後
刷時
から
京
都
会
眠
で
京
都
四
大
学
生
賜

主
催
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
会
誉開
く
.内
容
は
映
國
(題
名
来
定
)
と
請

漬
Ω
爾師
に
安
田
武
夫
氏
を
予
定
)
で入
場
無
料
.

ま
た
岡
学
会
で
は
、
二
十
日
-
二
十
五日
を
,新
入
生
歓
迎
週
閥
`
と

し
て
講
演
会
な
ど
を
開
く
予定
.請
師
は夫
定
●

来
年
度
の
新
入
生
歓
迎
会
は
以上
のよ
う
な多
彩
な
催
し
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
の
は今
月
朱
頃
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
.

西
村
英
」
(京
大
理)
教
授
死
去

去
る
十
九
』
、地
震
予
知
に
関

す
る
研
究
の
擢威
者
と
し
ご
知
ら

れ
る
京
大
理
議
整
茜
村
肇

氏
は
胆
汁
性
腹
膜炎
の
た
め
死
去

し
た
.
こ
の
た
め
同日
京
大
で
開
か
れ

る
予
足
で
あ
った
「日
米
地
震
予
知会
議
」
はシ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ゐ中
止

し
、
一行
は
京
大
付
属
阿
武
山
地
震
観
測
所
、
浄
坂
山地
般
変
動
観
劇

所
覧

学
し
た
。

西
村
教
授
の
略
歴

明
治
四
十
年
京
都
市
生
れ
、
昭和
六
年
還
大
卒
、

同
二十
年
助
教
授
、
二
ト
バ
年
教
授
。
啄
門
は地
護掌
、
鋼
博
、
五
十
七

歳
.

≧
京
大
人
事

≡
=

昇
儀

薬
学
部
教
授

穴
崎
健
二
(大
阪
大
学
理
学
部
助
教
授
)

医

学
部
助
教
授

棄
条伸
平
(医
講
師
)

工
学
研
究
所
助
教
授
'石
川
忠

夫
(丁
研
講
師
)

化
学研
究
所
助
教
授

小
高
忠
男
(化
研
助
手
)
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理
科
系
で
現
役
が
進
出

最
高
点
は
著
し
く
低
下

京
大
入
試合
格
者
発
表
は
十
七
日
正
午
の
経
済
学
部
を
か
わき
り
に
、
同日

薬
学
部
、
十
八日
法
学
部
¥
文
学
部
、
理
学
部
、
医
学
耶
が
発衰
され
、
十

九
日
に
は教
育
学
部
、
農
学
姿

最
経
目
の
二
十
一日
に
は
八百
六
十
五人

本
年
展
入
学
試験
で
衰
わ
れ
た
数
字
的

な
績
果
は
、
別
表
の通
り
で
あ
る
が
、

こ
の
数
字
に
現
わ
れた
二、
三の
特
徴

{寛
て
み
よ
う
.

募
集
人
員
は
、
含
牛
度
は
六
十
五人
増

で
二
手
二
百
三
十
人
と
理
科
系
学部
の

・

の
工
掌
部
合
格
者
が
発
表
さ
れ
た
。
合
格
者
の
総
数
は
募
集
予
定
人
貴
の
二

午
二百
三
十
人
か
ら
二
千
二
首
四
十
人
と
増
え
、
最
低
点が
天
幅
に
低
下
し

た
こと
が
注
目
さ
れ
る
。

マン
モ
ス
化
が
囲
V
って
い
る
が
、
四

十
一年
度
の
急
増
期
を
ひ
か
え
て
い
る

た
め
こ
の
傾
向
は
、
こ
こ
鍬
年
続
く
も

の
と
み
ら
れ
る
.
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629)

647)

587)

563)・
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なは現浪

役 人のが
伸進
び出

636)襯 と
639)::い 昨
563)° 誤憂
εたま

だ
け
に
、
本
年
展
の
結
果
が
注
目
さ
れ

ご
いた
・
別
衰
に
示
し
た
よ
う
に
本
年

展
は
、
入
学
者
中
の
浪
人
比
率
が
五
〇

・六
%
と
昨
年
度
と
く
ら
べ
る
と
約
五

%近
い低
下
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
一昨

年
展
に
等
し
いも
の
で
再
ぴ
現
役
の
遮

出
が前
面
に
出
て
来
た
.
学
部
別
に
見

る
と
、農
学
部
、
教
育
学
部
は
、
あ
い

変
ら
ず
七
割
をう
わ
ま
わ
る
浪
人
優
勢

を
保
っ
て
い
るが
いず
れ
も
昨
年
度
と

く
ら
べ
る
と
二
%あ
た
り
減
省

て
い

る
。
法
学
部
の
浪人
進
出
は
全
営蔀
を

通
じ
て
最
も
蓄
し
いも
の
で
昨
年
に
く

ら
べ
る
と
十
五
%近
い進
出
ぷ
り
で
あ

る
●
ま
た、
理学
部
、
医
学
部
、
工
学

部
は
、
現
役
が例
年
通
り
浪
人
を押
え

て
い
る
●
一般的
に
いえ
る
事
と
し
て

は
、
文科
系
学部
は
浪
人
が
か
な
り
優

勢
で
、
璃科
系
学
部
で
は
、
農
学
部
を

の
ぞ
い
て
へ現
役
が
進
出
し
で
い
る
●

台
格者
の
得
点
をみ
る
と
、
最
高
、
最

低
と
も昨
年
度
よ
り
大
幅
に
下
が
り
、

例
年
な
み
の練
に
も
ど
って
い
る
●
最

高
点
で
は
、
理
学
部が
八
百
十
四
点
と

八
割
を
こ
え
た
だ
け
で㌧
農
・教
の
各

掌部
で
は
、最
高
で六
割
台
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
●
最
低
点
では
へ
農
学
部
が

五
〇
九
点
と
五割
台
愚ぎ
り
ぎ
り
の
所

で
く
い
と
め
て
は
い
るも
の
の
、
他
学

部
と
五
十
点
近
い艶
が
っ
いて
いる
事

が
注
目
さ
れ
る
.
例
駕農
低
点の
高
い

医
学
部
は
本
年
度も
全
学部
を含
め
て

最
も
高
く
¥
ま
た
こ
ζ数
年
最
低
恵
の

高
低
を
競
っ
て
き
た
猿
・
経
の
各学
部

は
、
今
年
、
観
争
率
の
差
も
影
●
し
ζ

法
学
部
が
、
十
五
点
の
大
楚
を
つ
け

た
●
こ
れ
ら
全
般
的
に
み
ら
れ
る
得
点

低
下
の
翼
因
と
し
て
、
数
学
の
完
全
解

答
が
非
常
に
困
蜷
で
あ
った
亭
な
ど
全

科
目
と
も
問
題
が
む
ず
か
し
か
っ
た
事

突
質
競
争
率
が
二
・九
管
と
三
倍
台
を

割
った
ζ
と
な
ど
示
考
え
ら
れ
る
●

女
子
入
学
番
数
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
等
し

く
百
三
人
で
こ
こ
数
年
わ
ず
か
ず
つ
で

は
あ
る
が
鳳
少
し
て
い
る
●

憩
副恩
電
報
酬
選
不
能
の
も
の
扁

が

 

さ最低点大幅に
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,

去
る
三
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で当
社
で

受
付
け
獣
し
た
合
否
電報
の
うち
、
次

の
も
の
は
配
逢
不
能
で
発
信局
に
保管

し
ζ
あ
り
ま
す
.
お
心
当
り
の方
は、

当
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
・

▼
杢
ワ
キ
ョ
ウ
ト
セタ
ガヤ
ク
フナ

バ
シ
マ
チ
一五
九
イ
ケ
ダ
ヤ
ス
マサ

カ
タ
タ
ウ
ラ

セ
串十

▼
カ
ド
マ
シ
カ
ミ
シ
マ
ガ
ソ
フ
噛五

ノ
五
ハラ

ミ
ノ
ル

次
は
申
込
欝
紀
入
不
備
の
た
め
打
電
で

き
ま
せ
ん
.

▼フ
ク
イ
ケ
ン
ミ
カ
タ
グ
ン
ミ
ハマ

チ
ョウ
カ
ワ
ラ
イ
チ

カ
ワ
サ
キ
タ
,
ヒ
ロ

最 億

587(

565(

627(

612(

604(

637(

5各5(

509(

点

619)

589)

628)

638)

592(564.3)

572(

617(

632(

556.2(

549(564.3)

595(

608(

592(

552(

537(

592(

599(

567(

569(

509(

総
額
は
約
九
十
億
円

懸
賞
小
説
の
締
切

が
近
づ
き
ま
し
た
、..

野 聞氏

・

本
社
で
は
第
五
同懸
賞小
説
を
募
集
中

で
す
が
、
い
よ
い
よ締
切
間
近
に
な
り
ま

鱒

し
た
。
一一十
三
日
現在
二十
三篇
の
作
品

一

が
旅
あ
て
に
届
い
て
お
りま
す
。
さ
ら
に

㌧

多
く
の
請
兄
の
作品
を
お待
ち
し
ま
す
。

一

・三
3
応
募
規
定
…
三

　

▽
選
雪

井
上
光
晴氏

野
闇

宏
氏

・

▽
応
募
資
格

昭
和
三十
九
年
三月
三
十

一日
現
在
ま
で
、大
学
、大
学
院
に
在

.

学
の
も
の
(
京
大
内
外
を
問
わ
ず
)
。
来
発
表作
品
に
限
る
。

▽
枚

散

▽
縛
切
日

゜
▽
朔

豪

▽
賞

皇

▽
送
り
先

.
▽
そ
の
他

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

川

昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一目

昭
和
三
十
九
年
五
月
下
旬
本
紙
上

O

入
選
(
一篇
)
二
万
円

佳
作
五
千
円

京
都
市
左
京
区
吉
田
京
大
構
内
、
京都
大
学
新
聞
社
小
説
係

.

原
稿
に
は
住
所
、
氏
名
、
大
掌
、掌
部
、
学
年
、年
齢
を
明

記
の
こ
と
.

"
な
お
、
版
糧
は
本
社
に
属
し
ま
す
。
原
稿
は
お返
し
いた
し
ま
せ
ん
.

1最 冨 点

747(761)

694(751)

737(764)

758(787)

814(824)

747(867)

727(726)

694(737)

792(833)

752(753)

749(790)

792(814)

729(776)

683(680)

733(772)

755(767)

735(761)

702(779)

718(795)

673(756)

723(833)

740(772)

711(793)

814(867)
OoOJ

女 子

29(47)

4(12)

1(7)

0(1)

9(6)

6(4)

24(23)

30(4)

0(1)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(D

O(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

0(0)

103(107)

浪 人%

59.4(53.4)

72.σ(74・0)

65.0(99●6)

61.8(5896)

36.1(44.3)

40●0(55.6)

50.0(57.5)

70.0(72.0)

41D8(51.3)

49.6(54.0)

27°5(42(5)

30.4(41.5)

53.8(86.3)

77.1(91.4)

26.0(56.0)

50.0(54.0)

36.7(36.7)

45.0(39.5)

57.5(52.5)

30.0(30.0)

42.5(45。0)

35.0(50.0)

40.0(40.0)

50.6(54・3)

浪

120(

36(

164(

ユ36(

94(

32(

40(

147(

362(

62(

3」(

41(

43(

27(

1δ(

4」(

11(

18(

23(

6(

17(

7(

16(

人

109)

37)

134)

129)

102)

45)

46)

153)

423)

56)

5D

(6)

6D

32)

28)

27)

11)

15)

21)

6)

18)

10)

16)

1,133(1,178)

現 役

82(95)

14(1d)

107(136)

84(91)

165(128)

48(36)

41(34)

66(58)

503(402)

63(

87(

94(

3T(

8(

37(

45(

19(

22(

17(

14(

23(

13(

24(

46)

69)

59)

19)

3)

22)1

23)旨

19)1

25)

ユ9)

14)

22)

10)

24)

1,107(993)1

実質 競 争 畢

3.6(4。1)

5.5(6.0)

4.3(4.1)

2。8(3●7)

2.3(2.5)

4.2(4.0)

3●0(3。4)

2,6(3.1)

2.3(2.7)

(爪

明
)

受 験 者

712(844)

257(299)

1,180(1,074)

635(

599(

34G(

240(

560(

806)

584)

320)

269)

654)

2.033(2,203)

(不

明
)

)12.9(3.2)6p555(7,053

志 願 者

了96(917)

287(348)

1,270(1,177)

679(

647(

402(

2b5(

604(

858)

626).

377)

294)

712)

2,211(2,423)

287(

310(

437(

167(

98(

100(

284(

67(

78(

89(

57(

77(

55(

71(

37δ)

337)5

34∂)2

216)

7u)

126)

219)

87)!

113)

112)

94)

92)

68)

97)

7,163(7.762)1

合 格者

202(204)

50(50)

271(∠70)

222(220)

259(230)

80(8D

81(80)

210(211)

865(825)

125(100)

120(120)

13コ(135)

80(

3」(

50(

90(

30(

40(

40(

20(

40(

20(

40(

80)

35)

50)

50)

30)

40)

40)

20)5

40):

20)

40)

2240(2171)

 

部
部
部
部
部
部
部
部
部
系
系
糸
系
山
学
築
学
学
子
空
学
核
成

}

部

学

学

化

化
工

工

・

学

学

学
学
学
掌
学
木
概
蝋
属

分

子

計

学

育

済

業

料
学

理

文
叡
法
経
理
医
薬
農
工
土
機
電
金
鉱
工
建
燃
化
高
航
数
原
合

一

璽

価

教
研
費
十
五
%
増
え
る

京
大
経
瑚
部
は
こ
の
ほ
ど
三
十
九
年
庚
京大
予
算
の
概
要
舅

き
ら
か
に
し
た
.
そ
れ
に
よ
れ
は
来
年
度
京
大予
算
の

総
計
は
約
九
十
憾
円
と
な
る
見込
み
で今
年
度
よ
り
約
十
ほ
円
の
増
額
と
な
って
い
る
.

大
学
予
獅
は
来
年
展
か
ら
新
た
に
「国
立
学
校
特
別
会
計
」
と
し
℃
他
の
国
立
学
校
の予
算
と
とも
に
組
み
こ
ま
れ
ζ

お
り
、
予
算
額
の
細
目
の
憾
足
は
四月
ごろ
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
●

・
京
都
大
学
新

聞
社

京
大
原
子
炉
ス
タ
ッ
フ
約
二
首
人

来
年
反
予
算
の
う
ち
糾
学
技
術
振
興、

病
院
、
瞳
生
施
設
の
整
傭
に
要
す
る
文

教
予
算
は
「国
立
学
校
費
」
(項
)
約

二
百
七
十
三
億
円
の
大
枠
が
す
で
に
決

定
し
て
い
る
(二
日
衆
胱
。(し
か
し
こ

れ
は
各
学
校
、
大
学
の
共
通
予
算
(
一

括
プ
ル

予
算
)
額
で
、
そ
の
各
大

学
、
学
校
の
配
分
も
す
で
に
内
定
し
て

いる
と
み
ら
れ
る
が
、
京
大
事
務
局
は

「現
在
折
衝
中
」
で
あ
る
と
し
て
そ
れ

に
関
す
る
.口明
を
避
け
て
い
る
。

教
率研
究
費
は
来
年
反
は
】部
十
五

%
の
増額
と
な
って
いる
の
で
、
自

然
科学
系
、
非
実
験
系
講
麗
で
総
額

お
よ
、て
二
十数
億
円
(研
究
お
よ
び

教
蛮
部
を除
く
)
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
.

ま
た
人
事
関
係予
算
の
うち
来
月
に
完

成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
京大
原子
炉
突

験
所
の
整
備費
が決
定
し
た
の
で、
来

年
度
は
さ
ら
に教
授
二人
、
助教
授
七

人
、
助
手
四
十
四
人
、
職員
六
十
人が

"

一

「イ

ン
ド
ネ

シ
ア
マ
ラ
ヤ
班
」新

塾眠

東
南
ア
研
、活
動
の
ピ
ー
ク
に

P

東
南
ア
ジ
ア研
究
セ
ン
タ
汰

所
長
"

岩村
忍人
文
研
教
授
)
で
は
十
九
日
管

理
委
員会
を開
き
、
三十
九
年
度
の
学

術
調
査計
画
を
決
定
し
た
。
同
セ
ン
タ

ー
は
実質
的
活
動
を
始
め
て
か
ら
二
穿

目
に
な
る
が、
今
年
度
が
そ
の
ピ
ー
ク

に
な
る模
様
で四
月
か
ら
ワ地
域
域
`

腰問
題
旺
貫
を八
班
に
分
け
に調
轡
団

三
十
一人
を東
南
ア
ジ
ア
各
旭
へ添
遣

す
る予
定
.

【地
域班
】
へ,年
に
つ
づ
いで
、
本

岡
武農
学
部
助
教
授
・ー3五
人
輻
成
に

な
る
「ビ
ル
マ
・タ
イ
班
」
の
ほ
か

新
た
に
「イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・マ
ラ
ヤ

班
」
を設
け
、
棚
瀕
襲
繭
又
学
部
助

教
授
ら
八
人
を
派
遺
、
調
査
に
あ
た

る
。【問題
班
】
猪
木
正
道
法
学
部
教
授

、ら
九
人
に
よ
る
「政
治
跳
」
呆
井
久

之
助
又
学
隔
教
授
ら
四
人
編
成
の

「
目葉
銑
】の
ほ
か
、
日
比
野文
夫

人
文
研
助
教
授
ら
の
「華
僑
班
」

(三
人
)
麟
古
慈
海
人
文研
助手
ら

の
「'小教
月
」
(二
人
)
相
良
惟
一

教
滞
学
都
教
授
ら
の
「教
旨
班
」

(三
人
)
}ごれ
に
「経
済
班
」
(
噌

人
)
の
パ万
で
果
附ア
ジ
ア
一国
の

多
敗的
調
脊
を
行
な
つ。

そ
のほ
か
回
賛
鐸
貧

会
で
は
東
南
ア

ジ
ア
研
究
の
「環
と
し
ご
ビ
ル
マ
、
タ

イ
の研
究
マ知
ら
れ
る
バ
ヲ
ェリ
ー
教

授
を
ア
メ
η
カ
、
・イ
ア
ミ
不
∫か
り

四
月
か
ら
十
ヵ月
同
ぽ
'部
,↑粥
く
こ

と
が
尺
止
さ
れ
た
。

噸日
の
ユ
学
部
を
饅
後
に
終
わ
り
、
新

入
牛
の
下
宿
あ
っせ
ん
を
す
る
噂
牛
課

牛
沽
保
の
削に
は
、
新入
牛
の
長
蛇
の

列
が
見
ら
れ
る
。

饅
均
の
字
牛
数
の
増
加
と
、下
宿
数

の
滅
少
な
ど
に
よ
っ
て
下
宿
状
況
は

年
々
患
化
の
一路
を
た
ど
り
、
そ
れ

に
件
な
って
下
宿
代
の
力
も
四
層
半

F
イ
五
目円
が
相
場
に
な
っ
て
い
る

=

増
員
さ
れ
て
総
ス
メ
ノ
ブ
約
二
百
人
に

な
る予
定
.

そ
のほ
か来
年
馨
P算
決
定
に
と
も
な

う
、京
大
の讃
座
凋
研
究
部
門
の
新
増

般予
定
は
次
の通
り
.

【擁
錺
設
】

医
学
部
6
脳
神経
外
科
(臨
床
部
門
)

理
学
部
・
有
機合
成
化
学
(化
学
科
)

工
学
部
・
一般
分
析
化学
(丁
学
部
共

通
講
座
)

【斬
股
学
科
】

理
学
部
・数
学
科
拡
充
(究講
座
ーー定

員
二
十
五
人
増
レ
て
十
講
座
と
す
る)

工
学
部
・建
築
学
科
第
二
(六
調
座
"

定
員
四
半人
)

同
・資
源
工
学
科
(鉱
山
岐
科
を
改
組

す
る
)
【新
設
研
究
部
門
】

雪

委
員
長
に
小
林
農
学
部
長

人
文
科
掌
研
究
所
・西
洋
思想
部
門

経
済
研
究
所
・地
域
経
済
部門
、資
源

経
済
部
門
で
計
四
部
門

数
理
解
析
研
究
所
・応
用
解
析1
」
基

礎
数
学
皿

防
災
研
究
所
・地
盤
震
嵜
部
門

【斬
殴
研
究
施
設
】

理
学
部
・植
物
生
態
研
究
施
設

農
学
部
。農
業
簿
鵡
研
究
施
設
を
さ
ら

に
一部
門
加
え
τ
計
二
部
門
と
す
る
.

【設
備
予
算
の
主
な
も
の
】

理
学
部
・極
低
温
実
験
装
置
(五
千
一ハ

百
万
円
)

薬
学
部
・火
災
復
旧
畏
(七
干
七
白
万

円
)工学
部
。計
数
型
の
携
大
型
躍
子
計
算

器
(二期
二億
円
で来
年
展
完
成
)

同
.康
子
動
力
実
験
装
蹟
(二
期
四
干

五百
万
円
で来
年
度
晃
成
)

医
学
部
付
鱈
病
慨
・
X
線
テ
レ
ビ
(二

千
八
白
万
円
)

一

京
都

で

「
建
築

学

生
会
議
」
開
く

囚
月
四
日
か
ら
四
日
間

第
十
圓
全
日
本
埋
築
学
生
会
議
が
ζ

こ
の
た
め
、新
入
生
は
でき
る
だ
け
・

甲
急
に
上
洛し
て
下
宿
を
操
し
始
め

る
力
が
が
い
い、
と
牛
活
係
で
は
目

っ
て
い
る
.ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

力も
二
、
三月
の
瀾
渇
期
を
過
ぎ
、

春
の
祭
噛行
列
貞
た
ど
の
ズU
抵人

が
来
て
い
るo

浅
田
、
新
開
君
に
判
決

十
17
日
囲
か
れ
た
案
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

和
九
可
鼠大
尉
昨.が田べ+.
同
十
三
月

ン
タ
ー
の
管
理
委
員会
で
、
三月
木
鉾

泉大
巌
.・部
聖

二
+
二
守教
授
で

任
期
を
貸
る
足
利
淳
氏
委
員
長
の炎
任

今
オ英
出
聚
瑠
・に
の
'ドー1
と
し
て

を
互
遺
し
た
が
、
小林
章
齪学
部
長
に

騨
生
鄙
艮
に
武
ば
れ
る
。
侵
㌧
博
士

決
疋
し
た
。
任
期
は
四月
百
から
二

下
循
代
も
値
上
げ

鑓
翠

歴
議

匙

本年展の楚
融
鐸

箋

+

四
月
二
十
日
最
終
公
判
で

京
都
府
学
連
関
系
の
公
判
は
新
学
期
と

と
も
に
本
狢
的
よ
審
弾
が
造
め
ら
れ
る

よ
'つで
あ
る
。
ま
ず
、
政
暴
法
闘
箏
の

駒
公
安
条
例
違
反
な
ど
で
起
訳
さ
れた

浅
出
・新
開
君
ら
の
公
判
は
前
同
検
察

側
か
ら
懲
役
四
カ
月
の
求
刑
が
あ
り、

四
月
二
十
ご
ろ
、
最
終
恥
判
が
下
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
●

生協

 

ケ
協
㌧
は
こ
の
ほ
ど
地
ト
購
元
部
の
本

部
地
下
移
軋
に
と
も
な
つ
ー-写
胤
を
冗

成
し
た
●
モ
れ
に
よ
る
と
魯
頃売
加
は

漕
婚
師
、
喫
.爺
窪
を
含
め
て約
三
白

移

転

の

青

写

真

で

き

る

教
科
書
共
同
購

入
で
割
引

実
現
す
.Oに
は
、
初
ご
+
四
白
力
円
の

甑
用
が必
餐
㌧あ
る
。
し
か
し
天ウ
当

局
は
バー
し
日力
円
の
出
賀
し
か
計
圃

し
て
おら
ず
「,て
こ
の
笠
蛎朗
な
キ
ャ

一
.0
。
現
ガ
の
と
こ

り
こ
の

尋
ノ
u
を
煙

}く
る

9
し

か
も
4
協
.」
は
全
和
を
凹」
枚

事
会

(
一一十

一
11
)
で
承
潔
を

付
つ
没

一側
、し
愛
請
し
て
お
り
、
も
し
沈
伽
が
不

坦`
に
な
り
、

ず
つ
と
規
杖
1は大

きノ
＼な

ソ

プ
をど

『つ

する

かが

固憩

とな

つ
て

 

階
で
あ
る
.

生
協
が
こ
の計
画通
り
の
新
生
扇
所
を

成
功
の
現
ム,は
詠
鵬
が
縮
少
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
つる
。

ま
た
教
科
面
販
売
一手
引
受
け
を
目指

し
て
い
る
生
協
で
は
、
新
学
期
を
迎
え

る
に
当
って
、
共
同
脳
入
に
よ
る
値段

の
割
引
き
で
今
ま
で
の
一般
轡
舶
に
対

軌
し
よ
う
と
し
で
い
る
。
こ
の
案
は
新

二
同
生
に
は
組
織
的
に
か
な
り
支
掩
さ

れ
て
い
る
が
、
新
]回
生
に
は
台
格
と

同
時
に
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
を
配
布
し
、
呼

び
か
け
ご
い
る
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、

.画じ
教
科
画
》
二
青
が
競
っ
ご
先
る
と

い
った
こ
と
も
鷲
乳
り
れ
こ
い
る
。

四月
七日
と
十
八日
に
は
ポ
ポ
ロ
判

決
反
対
デ
モ
の公
判
が
予
定
さ
れ
、

広
髄反
戦
デ
モ
で虚
.訴
さ
れ
た
舳瀬

霜
の公
判も
予
定
さ
れ
て
いる
o

十
一
。
一事件
の裁
判
は
予
矩
よ
り

か
な
り
遅
れ
て
いる
よ
う
で
先
回
公

都

学

連

、

日
韓
会
バ
の
天凸
め
を
む
か
え
て
、
さ

る
二
十日
韓
国
の金
鋪
泌
民
⊥
共
和
見

読
畏
が
羽
田鏑
のB
碗
機
で来
日
し
た

が
、
これ
に対
す
る
批議
行
甥
が
二
十

日
、都
学
連
な
と
を
甲
心と
し
τ
看
な

わ
れた
。

こ
の日
都
牛趣
で、貼
、ぞ
レ

同
中

諺
派
、社
も同
ム
自
h会
ザ
大
搬
動

員
を
よ
び
かけ
、
籾
二自
人
の
㌔
何

で羽
田4
翫
月大
橘
付
ぬ
に
同
か
っ

府学連公判

原
町
通
り
で
の
、
許
可
コ
ー
ス
盤
反

の
訓
Uが
な
さ
れ
る
も
よ
う
で
あ
る

駅都
府
学
趨
で
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
市

会
嚇
僻
、
同
大
瑛
件
な
ど
も
か
か
え
て

お
り
、
簸
金
カ
ン
パ
を
甲
心
と
す
る公

 瀟

義

化
す
る
翁
を
み
せ
て
い

判
では
木
屋町
通
り
ま
での
検
察
側
一る
。

翫
暴
行
なわ
れ
た
が
・
高
は
肱

"
金

氏

来

日

"
に

抗

議

二
十

日
に
大
衆
動
員

いちばん

有利な貯蓄

　ガほ　　　ロ

◆ 住友信託銀行

 

の
四
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
、
京都
市

で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
は
「伝
統
の再

考
」
と
い
う
統
一テ
ー
マ
を
軸
と
し
ご

「現
代
建
築
に
お
け
る
伝
統
」
「都
市

計
画
と
伝
統
」
な
ど
の
分
科
会
が計
画

さ
れ
、
初
日
の
四
日
に
は
京
都
会
館
会

議
場
に
西
山
卯
=ゴ星
入教
授
、
大
倉
三

郎
京
工
織
大
学
長
ら
を
招
き
講
演
会
も

予
足
さ
れ
て
い
る
.

学墾 鍵 学
オニ お

部穿羅毒霧部

　 　 　 　 リロリ　

理 暴壕婆高丈言就

木 子 素 昭善
!へ 子!へち 　
ノヘ イム

姿吝野
口

職
先の

決
つ
た
人

 

▽日
本
原
研

▽洛
北
高
校

▽国
有
鉄
道

▽
原
子
炉

▽
北
野高
校

▽
原
.†
炉

林林葬縛林架至

修
二
(数
学
)

聖
大
(物
理
)

盛
司
(物
理
)

秀
夫
(物
理
)

黍
治
(皐物
)

文
和
(植
物
)

正
俊
(槌
物
)

▽
小
野田
セ
メ
ン
ト
川
原

恵
(地
鉱
)

▽
日
本ビ
ジ
不ス
コン
サ
ル
タ
ン
ト

自
右

岡
三
ハ地
鉱
)

…

お
知

ら

せ
…
…

・

本
紙
次
号
三
月
三
十
日
考
は

「台
格
者
名
響

」
の
特
築
を
い

たし
ま
す
。ま
た
、四
月
六
日
暑

は休
刊
で
す
の
で
御
了
承
下
さ
い

な
お
、本
紙
発
刊
四
士
牛を
本

年に
迎
え
て
、本
紙
で
は
四
月
十

三日
号
を
「創
刊
四
十
年
鵡
念

号
」
とし
て十
四
頁
建
て
の
特
集
.

号
を発
刊
す
る
予
定
で
す
。
発
行

゜
日
四月
十
一日
。
ど
う
ぞ
御
期
待

下
さ
い
.

τ
…
…
京
都
大
学
新
聞
社

顯
だ
いた
い
ナ
ン

ト
カ
展
示
会
、
博

覧
会
と
い
う
の
は

行
って
み
る
と
た

いし
た
こ
と
は
な

た
。
警
視
庁
マ
は
わ
九
白
人
の
植
勒

隊
尋
動
殴
し
て
警
戒
に
当
兀
っ
て
い

た
が
同
橋
付
琳
で
衝
入
、
も
み
あ
い

そ
く
り
か
え
∫
,ち
に
学
生
十人
が

邦
公
疑
ド例
、
廻
丈法
建
尺
で
検
挙

さ
れ
た
.

ての
r心
'1
は
榔
勒
賦
に
悼
し
ま
く
ら

れ
て
沿
μ
の
哨地
で
凝
回
に
の
ブ
っ
て

弘

を
く
り
か
几し
十
救
人
の
U
幅
背

を
出
し
た
.

く
、が
ッか
り
す
る
の
が
常
な
の
だ

が
、過
日
あ
る
百
貨
店
で
催
さ
れ
た

「防
衛
博
」
を
見
に
行
った
時
も
、
そ

゜
ζ
に並
べ
ら
れ
た
村
田
銃
と
か
カ
ー
ビ

ン
銃
、
銃
剣
な
ど
が
模
造
品
み
た
い
で

兵
器
と
いう
日藁
か
ら
連
想
す
る
精
巧

な感
じ
が
ち
っと
も
な
く
て
、
こ
れ
な

ら
オ
モ
チ
ャ
の
力
が
面
白
い
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
▼
そ
れ
で
今
度
京
都
新
聞

社
が
創
刊
何
十
週
年
か
を
記
念
し
ご

「防
衛
博
」
を
や
る
と
聞
い
た
の
で
、

そ
れ
な
ら
い
っそ
の
こ
と
世
界
中
の兵

器
の
オ
モ
チ
ャ
を
集
め
た
ら
金
も
か
か

ら
な
いだ
ろ
う
し
い
い
の
に
と
層
っ
ぐ

いた
ら
、
そ
れ
が
本
当
は
「新
世
紀
。

科
学
と
産
業
・京
都
大
博
覧
会
」
でも

う占
く
な
った
F
86
D
と
か
ナ
イ
キ
・

ア
ジ
ャソ
ク
ス
を
自
衛
隊
か
ら
惜
り
ご

く
るの
だ
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
が

一番
女
h
り
な
わ
け
だ
。
後
は
推
し
て

知
る
ベ
レ
で
地
力
新
閻
の
財
力
は
こ
ん

なも
の
か
と
い
さ
さ
か
ガ
ノ
カ
リ
し
た

▼見
に
行
く
の
は
よ
し
ζ
(こ
ん
なも

のを
金
を
払
っζ
見
に
行
く
バ
カ
も
い

る
し
、
「防
衛
博
」
反
対
の
署
名
を
取

うて
回
る
バ
カ
も
い
る
ら
し
い
)
新
聞

を
眺
め
て
い
る
と
「国
の
歩
み
館
」
に

は
旅
順
港
封
鎖
、
真
珠
湾
攻
繋
な
ど
の

パ
ノ
ラ
マも
あ
る
ら
し
い
●
し
か
し
遅

頃
(と
も
限
ら
な
い
が
)
の
少
年
漫
圃

雑
誌
に
載
って
い
る
決
し
て
負
け
る
こ

と
の
な
い日
本
海
軍
、
空
軍
の
犬
活
踊

を見
な
れ
て
いる
子
供
虚
が
チ
ャ
チ
な

パノ
ラ
マな
ん
か
に
満
足
す
る
と
は
思

え
な
い
。こ
れ
も
や
は
り
戦
中
派
の
郷

愁
をそ
そ
る
ぐ
ら
いが
オチ
だ
ろ
う
。

「
一家
で楽
し
め
」と
い
った
って
無

理
な
話
だ
▼わ
が
猪
木
教
授
も
出
席
し

た
座
ヒ醒会
に
いわ
く
「軍
事
力
の
発
展

が
科
学
や
産穿
の発
達
を
呼
ぷ
」
の
は

明
ら
か
で
「防働
力
がす
ぐ
戦
争
に
つ

な
が
る
と
い
う
飛
躍
し
た看
え方
は
ど

う
か
」
ダ
ソ
テ/
開
放経
済
に
向
う日

本
で
は
国
をあ
げ
て
生
産
に協
力
ス
ベ

シ
と
い
う
結
論
に
な
る
▼
こ
うア
ケ
ス

ケ
に
言
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
アイ
サ
ツ
に
困

る
が
、
軍
事
力
と
睡
業
の関
連
ぐ
ら
い

は
知
っ
て
い
ま
す
し
、
防衛
力
が
す
ぐ

戦
争
に
つ
な
が
る
な
ど
と
は毛
頭
考
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
愛團
心
な
どは
き
れ

い
サ
ソ
パ
リ捨
τ
去
ろ
う
と日

努々
力

し
τ
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
ごお
き
ま

す
。

1

映
国
シ
ナ
リ
オ
対
訳

脚

"
バ

ナ
ナ

の

皮

"
鰭

英
水
訳

警

シ
・
ンソ
ン

小
松

覆

号

"
人

生

は
過

ぎ

て

ゆ

く
〃

月

フ
ラ
ンス
暮

会
話

罪

芳
男

4

会
話で
覚
え
る
勘
詞
の
活
用(2
)
要
田

悦
子

絵
をみ
て
つく
る
フ
ラ
ン
ズ
語

あ
な
たも
フ
ラ
ン
ズ
語
を
話
せる

ー
辰
野
先
生
を
偲
ん
で

灘
辺

一夫

アラ
ン君
さ
よ
う
な
ら

店
村

新
次

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・ラゴ
レー

禮
辺
一夫
訳

企
五
巻

ガ

ル
ガ

ン

チ

ュ
ワ
と

21
響

バ

ン
タ

グ

リ

ュ
エ

ル
43
騨

騨
東県・神田
白 水 社

}}}

}へ
}}'

末川博監修

見
出
し
語
二
四
〇
〇
、
項
目
三
八
〇
〇

の
豊
富
な
内
容
を
お
さ
め
、
学
聞
的
理

解
に
必
要
と
な
る
新
旧
の
用
語
を
総
集

し
て
平
易
的
確
に
解
説
し
た
。
学
説
、

判
例
を
も
引
用
し
.
ま
た
用
語
間
に
有

機
的
な
関
連
を
も
た
せ
て
、
一
面
読
む

辞
典
と
し
て
も
大
い
に
利
用
て
き
る
。

39年 版
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'

刑

事

政

策

寓

裕
鋤商法総則・商鴛法査隻轟会社法薇憾麹蜘手形小切手法大隅竺郎洲

国

際

法

曝轟

鋤外交史田中薯鋤

リ
カの

渠昼

法

酸.
華篤

耀馨

一

屠堂信有ー

日

本

国

憲

法
入門

大石

義雄

鋤,ー

ソ

ヴ
エ

ト

法
概
論-

申山

研

痂

商

法

総

則

講

義

大森

忠轟I

j会社法講義大森忠夫紳蛭

イギ

リス

憲

法

論
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会蹴

無
刊
刑
法
各
論
講磯

宮内

裕㎜1

行

政
法
総
論
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須貝

修
轟

労

働

法

演1'

」

習

髄

量枷

民

法

総

則

講

義

於保

不二

雄鋤

国

際

法

上
・全

訂版

田畑

茂二

郎㎜

方嚇
奴民

事
訴
訟
法
中田

塗
励

国
際
条約

資
料
集
田畑
茂二

轟

民

事
訴

訟
法
講義

-

中田

淳一
姻

新訂

政
治

学

新

講

猪本

正道

娚 .
'

商

法

上

嚢

轟
司
法
試
験

誘

難嵐

東京
・
文京
・
菓
大
前

振東
一
四一
七h

O

以都
・
先
尿・
兄
天前

倣
爪二

臨五

二三

「

翫
版

.
薙

護
嚢
錯

・

ヨ

駈

▲
心

層
ノ

釦川

田

僧

高

宮

晋
編

鵠嚢

の
諸規

程
もい

っ
そう

進
歩し

た
。
本
書
は、
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合次
〉新最
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蓬
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ニ
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鱒

指
導
の
思
想
的
"回
生
ノを

川学
㎜

学
庄
運
融
の
沈
滞
と
全
自
代

二
・一…
竃

前
例
に
み
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

いさ
さ
か
間
の
ぴ
し
た
窪
嗣期
を
過
し

た
学
生
遣
動
は
、
四
月
以
降
の
㍉
シ
ー

ズ
ン
`
券箭
に
、
政
治
槽
勢
の
]定
の

流
動
化
に
対
応
す
る
べ
く
来
た
る
二
十

五
日
、
東
凍
で
全
自代
会
議
を
も
つ
こ

と
に
よ
って
始
動
し
蕊
う
と
し
て
い

る
●
し
か
し
従
釆
全
自
代
を
糎
成
レ
で

淫
霞
派
、
社
君
累
の
島
羅

豪
看
は
、
丙
部
に
分
裂
な
ど
の
問
題
空

り
て行
な
わ
れ
る
よ
う
で
、
低
調
と
い

う
感
は
ぬ
ぐ
う
べく
も
な
い
.

ご
の宅
と
は
、
一面
従
来
の
全
自
代

を
構成
し
て
いた
指
導
グ
ル
ー
プ
が根

底
的
な槽
勢認
識
で
決
定
的
な
柑
遙
を

も
ち
な
が
らも
、
行
動
日
程
ま
の
統
一

罷確
保
す
る
と
い
う意
味
に
お
い
て
意

義
を
も
ち
え
たに
も
か
か
わ
ら
ず
究
極

的
に
は
今
回
の反
「平
和
共
存
路
線
」

で
一致
す
る
二
派
の
み
の会
議
と
し
て

落
着
せ
ざ
る
を
え
な
か
った
ヘゲ
モ
ニ

か
かえ
て
いる
折
か
ら
参
加
せ
ず
、
粟
・ー
の
問
題
と
し
て
あ
る
と思
わ
れ
る
.

京
と
闘
西
の社
藁

そ
れ
に
マ
ル

だ
が
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
μ空
洞

学岡
中
核
派
系
な
ど
の
参
加
の
み
に
よ

期
`
ー
そ
れ
は
当
然
に
も
「安
保
以
降
」

と
い
う
こと
に
な
る
の
だ
が
ー
に
お
け

る
学
生遮
動
をと
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な

情
勢
の
転
位
の断
面
を単
甲的
に
露
わ

に
し
て
い
る
にち
が
い
な
い
ので
あ

る
●
こ
の
意
昧
か
らわ
れわ
れ
は、
今

回
の
全
自
代
で
個
別的
な課
題
の把
握

に
お
い
て
敬
妙
な逃
い
を
み
せ
つ
つ、

日
韓
か
ら
憲
法
へ
と
い
う
敵
治過
程
に

み
あ
う
闘
争
方
針
で
は
一致
す
る
であ

ろ
う
二
つ
の
指
導
グ
ルー
プ
の
あ
り
方

に
、
い
さ
さ
か
の
危
倶
を
抱
か
ざ
る
を

え
な
い
と
と
も
に
次
に
あ
げ
る
い
く
つ

か
の
間
題
を
提
出
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

二

そ
の
一つ
は
、
い
わ
ゆ
る
優空
洞

期
4
の
主
体
嗣
験
証
の
問
題
で
あ
る
.

現
在
、
全
国
的
な
自
治
会
の
壌
臓
状

態
と構
点
に
達
し
た
学
生
大
衆
の
運
動

ア
パ
シ
ー
化
、
そ
う
い
,た
中
か
ら
一
隊
と
し
て
と
ら
え
る
方
沃
から
は
掻
木

方
に
は
自
然
発
生
的
な
学
内
闘
争
を
中

的
な
運
動
諭
し
か
生
み
だ
さ
れ
え
な
い

心
と
し
た
〃新
し
い
波
`
の
動
き
が
み

こ
と
を
と
く
に
指
摘
し
て
おき
九
い
9

ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
如
'

お
そ
ら
く
今
回
の
全
自代
は、
こ
の

何
に
〃指
纏
`
を
貰
徹
さ
せ
、
学
生
迎

よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
学
聖
運

動
を奴
治
還
動
の
舞
台
に
登
場
さ
せ
る

動
齢
、
自
治
会
論
が
す
ぐ
れ
て
指
導
の

の
か
と
い
う
こ
と
が
最
も
閥
わ
れ
る
の

問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
童
要
な

で
あ
る
。
そ
れ
が
従
来
の
指
導
グ
ル
ー

転
機
を
に
な
っ
ζ
い
る
の
で
あ
る
。
各

プ
の
据
騰
と
蹴
減
の
過
程
が
明
ら
か
に

犬
掌
に
お
け
る
目
治
会
再
雌
の
環
題
も

し
ご
いる
よ
う
に
、
壊
滅
的
な
還
動
へ

こ
の
点
か
ら
提
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

の接
木
と
いう
仕
方
で
な
さ
れ
る
。
政

い
.

治闘
争
の
安
易
な
提
起
、
セ
ク
ト
聞
の

...:
三
…
・..

ヘゲ
モ
ニー
闘
争
の
勧
ち
ゆ
う
で把
え

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
以
上
述
べ

ら
れ
る限
り、
な
ん
ら
意
味
をな
さ
な

た
こ
と
と
か
ら
み
あ
って
、
僑
勢
認
識

い
こ
と
は
自明
の
こ
と
と慰
わ
れ
る
。

に
お
け
る
掻
期
的
な
視
点
を
確
保
し
え

い
わ
ゆ
る
〃新
し
い波
訂
を
〃安
保
継
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
.

で
区
分
さ
れ
る
世
代
の
父
代
、運
動
の

全
学
連
再建
に
関
す
る
日
程
の
問
題

周
期
的
高
揚
を
次
期
的
に
招
来
す
る
部
に
し
ても
、
いわ
ゆ
る
日
騨
か
ら
憲
法

へと
いう
政
治
過
程
、
そ
れ
に
対
応
す

る
全
国
的
政
治
闘
争
と
し
て
の
学
生
遮

動
の
再建
と
いう
ス
マー
ト
な
図
式
で

描
かれ
、そ
こ
に
各
セ
ク
ト
の
王
観
的

構
想
を
も
含
め
て
洗
布
さ
れ
る
と
い
う

態
は決
し
て
正
常
と
は
思
え
な
いの
で

あ
る
.
ま
だ
"憲
法
∬が
そ
れ
自
体
浮

か
び
上ら
ず
、常
に
指
標
と
し
ご
存
在

す
る
ま
ま
、し
かも
個
別
的
な
政
治
課

題
が
'てれ
と
同等
の比
亟
を
も
って
提

出
さ
れ
て
く
る
現
在的
な過
程
に
お
い

て
、
そ
う
し
た
一面
的
図
式的
把
握
の

有
効
性
を
疑
う
で
あ
る
.

以
上
み
て
き
た
よ
う
な問
題
を
か
か

え
、
ま
た
一般
的
に
も
、
労
働遺
動
の

後
退
、
大
衆
遡
動
の
不
在
と
い
う
時
点

に
お
い
て
、
日
韓
会
談
阻
止
を
中
心
的

闘
争
課
題
と
す
る
学
生
運
動
の
展
開

は
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
し
ζ
あ

る
.
し
か
し
今
同
の
全
自代
は
、
こ
の

現
在
的
立
場
に
お
い
て
"憲
法
4
に
至

る
主
答
の
透
徹
し
た
分折
を
回
避
す
る

こ
と
に
よ
って
は
学
生
大
衆
へ
の
指
導

性
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
だ

し
、
全
閏
的
政
治
闘
争
を
展
盟
す
る
こ

と
も
でき
な
い
の
で
あ
る
.
こ
う
し
た

こ
と
は
、
ま
た
、
も
は
や
従
来
の
指
導

グ
ル
ー
プ
間
に
お
け
る
セ
ク
ト
的
が
っ

と
.つで
の
"運
動
論
σ
で
は
保
障
さ
れ

え
な
い学
生
運
動
指
導
の
思
想
的
"回

生
4を
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
患
わ
れ

る
.

人

の々
多
く
は
、
科
学
史
の
学
問
的
基

礎
工
事
を
着
冥
に
お
し
進
め
る
か
わ
り

に
、ま
だ
現
実
の
も
の
で
も
な
い
有
効

性
を
いか
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ン
グ
す
る
か

と
いう
こ
と
に
浮
身
を
や
つ
し
す
ぎ
た

(も
ち
ろ
ん
例
外
は
あ
る
)
●
そ
こ
に

は
、
ひと
つの
掌
間
と
し
て
の
科
掌
史

の有
勤性
と
は
い
った
いど
う
い
う
ζ

と
であ
り
、ど
う
し
で
可
能
と
な
り
う

る
も
のか
、と
いう
ζ
と
に
つ
い
て
の

堀下
げ
が
い
っこ
う
に
み
ら
れ
な
か
っ

た
●
ああ
い
う有
効
性
も
考
え
ら
れ
る

こ
う
い
う
有効
性
も
考
え
ら
れ
る
、
と

ー

魑

無
秘囎
雀
鷺

博

て
、
こ
の
ご
ろ
科学
更
曇
は
阿
そ
し
て

い
る
の
だ
と
雛難
め
いた
口ぶ
り
で
語

り
て
い
た
、
と
い
う
話
愚伝
え
闇
いた

ζ
の
惣
墨
壷
に
、
い
豪
こそ
摯

史

家
は
」
料
学
層
め
ぐ
る
状
勢
分
哲
蟹し

て
、
塁

属動
の
方隔回
巻
う
ちだ
す
べ

き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
い
い
た
か

りた
の
で
あ
ろ
う
.
こ
こ
に
は
、
多
く

の
人
々
が
「科
学
史
」
に
対
し
て
い
だ

く
典
型
的
な
期
待
の
一つ
が
現
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
期
待
は
、
わ
た
く
し

の
考
え
に
よ
れ
ば
、
科
学
還
動
諭
と
し

て
も
、
科
学
史
諭
と
し
て
も
、
少
々
見

当
は
ず
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か

宕

斜
学
雲
の
坊
法
糊螺

一滋

蝿
'r

ー

鞭

§

w

憩

蜜

・㌔
r
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わ
ら
ず
、科
学
史
と
いう
学
問
は
そ
の

よ
う
な有
効
性
を
も
ち
う
る
し
、
ま
た

も
た
ね
ば
なら
な
いと
いう
贈
え
方
が

か
な
り
広
が
っ
て
いる
こ
とは
聞
途
い

な
い
.
し
か
し
、
科
学史
を
それ
自体
ひ
と

つ
の
料
学
と
し
て
確
立し
よ
う
と努
力

し
て
い
る
も
の
か
ら
み
る
と
、
この
有

効
性
と
い
う
槻
念
は
、
日
本
に
おけ
る

科
堂吏
を
そ
の
発
足
以
来
た
ぶ
ん
に毒

し
つ
づ
け
て
き
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
.
こ
こ
で
有
効
性
と
い
う
の
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
科
学
運
動
に
対
す

った
科
掌
の
結
果
を
掌
ぷ
だ
け
で
な
く

そ
の
歴更
に
つ
い
て
科
掌
の
精
神
を
知

る
こ
と
が
肝
嬰
で
あ
る
と
い
う
主
張
が

盛
ん
だ
った
。
こ
の
科
学
史
学
会
の
成

立
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
科
学
更
研
究

の
た
め
の
体
制
的
碁
促の
一つ
を
お
く

も
の
で
あ
った
が
、
そ
れ
は
右
の
よ
う

な
有
効
性
の
旗
じ
る
し
℃
も
って
飾
ら

れ
て
いた
の
で
あ
る
。
注
釈
的
に
つ
け

加え
る
と
、
一九
四
〇
年
前
後
と
い
う

時
期
に
は
、
簡
度
国
防
国
家
の
建
設
、

そ
のた
め
の生
産
力
払
発
、
さ
ら
に
そ

のた
め
の科
学
技
術
振
興
、
そ
し
て
ま

く
こと
は
、
む
し
ろ
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
そう
いう
意
味
では
、
過
去
に
お

い
て科
掌史
の有
効
性
を
と
いた
こと

は
、あ
な
がち
貫
めら
れる
べき
で
は

な
い
.
し
か
し
固
題
は
、科
掌
史
の
有

効
性
を
主
張
す
る
人
々
が
、
そ
の
よう

な
主
張
の
も
つ
相対
性
・暫
定
性
を
十

分
自
覚
し
て
い
て
忘
れ
な
か
っ
た
か
ど

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
い

う
"
野
で
あ
れ
掌
間
と
は
、
艮
体
的
内

答
が
何
も
展
開
さ
れ
て
い
な
い
う
ち
か

ら
そ
の
有
効
性
が
が
人
に
な
っ
と
く
こ

れ
、
そ
の
有
効
性
の
ゆ
え
に
雨
民
椎
が

有
効
性
の
堀
下
げ
が
不
足

るも
の
に限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い。

た
と
え
ぱ、
明
治
・大
正
時
代
の
人
々

が科
学史
へ関
心
を
向
け
た
のは
、
科

学
更
の研
究
を
一
つ
の学
問
分
野
と
し

て
開
拓し
ょう
と志
向
し
た
た
め
で
な

く
、
一
日も
阜
く
欧
米
の科
学
に
追
い

つ
く
に
は、
そ
の歴
更を
学
ぷ
こと
が

有効
な
補
助
手段
に
な
ろ
う
と考
民た

　

か
ら
であ
った
●く
だ
って
昭
和
一六

年
(一
九
四
一年
)
に日
本
科
学
史
学

会
が
創
立
され
た
前
後
に
は
、
科
掌
的

歴
史
的
契
機
の
科
学
的
認
識
へ
の
作
用

と
そ
の
展
開
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い

た
そ
の
た
め
の
科
学
的
精
神
の
島
揚
が

や
か
ま
し
く
段

れ
て
い
た
・
太
書

戦
争
後
の
こ
と
は
、
ま
だ
か
な
り
の
人

々
の
紀
憶
に
も
残
る
と
お
り
で
あ
り
、

あ
と
で
ま
た
立
ち
か
え
る
こ
と
に
し
よ

う
.講

魏
謝
齢
毯
詑
卿

研
究
分
野
の
市
民
権
を
確
立
し
よ
う
と

す
る
と
き
に
、
そ
の
研
究
の
も
つ
意
義

し
た
が
って
ま
た
、
広
い
意
昧
で
の
そ

の
掌
問
の
有
効
性
を
入
々
に
訴
え
て
ゆ

認
め
ら
れて
、
そ
こ
では
し
め
て
研
究

がス
タ
ー
ト
す
ると
いう
よ
う
なも
の

で
はあ
る
ま
い
。逆
に
、
その
ギ
間
的

構
築
が貝
体
的
に
進
め
ら
れ
る
こと
に

よ
っ
て
の
み
、
そ
の
裳
間的
慧
義
が
そ

な
わ
っ
て
く
る
の
であ
り
、も
し
あ
り

と
す
れ
ば
脊
効
性も
でて
く
る
であ
ろ

う
.か
敢

し
、残
念
な
がら
わ
藷
に

し
☆

「科
学
史
の
有
効

お
け
る

性
」
は
そ
の
よ
う
な
歩
みを
た
ど
った

と
い
え
な
い
.
科
単
史
駅を
斜
の
っ
た

い
う
思
い
っ
き
を
こ
ら
す
こ
と
に
ば
か

り
熟
心
で
、
科
学
史
そ
の
も
の
の
掌
間

の
名
に
値
す
る
研
究
は
は
な
は
だ
少
な

か
った
.
「創
造
性
の
科
学
」
と
か

「科
学
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」
と
い
う
よ

う
な
議
論
は
そ
の
例
で
あ
る
.
そ
の
主

張
に
よ
れ
は
、
科
学
史
的
事
例
を
収
集

ず
るこ
と
に
よ
って
、
科
学
的
創
造
は

いか
に
し
て
行
な
わ
れ
る
か
の
論
理
な

いし
法
則
が
見
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
み

なさ
れ
る
。
わ
た
く
し
に
い
わ
せ
れ
ば

そ
れ
は
エセ
ー
に
は
な
り
え
て
も
、
一

つ
の
科
学
と
な
り
つ
る
よ
う
なも
の
で

な
い
●
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
も、
科
学

的
認
識
が
ど
の
よ
.つ
な
歴
史
的
契機
に

媒
介
さ
れ
っ
つ
展
開
し
て
い
ワ
た
か
の

研
究
を
つ
み
亙
ね
よ
う
と
も
し
な
い
で

エ
ビ
イ

ド
的
事
例
を
な
ら
べ
る
だ
け

で
何
か
法
則
の
よ
う
な
も
の
が
み
つ
か

る
だ
ろ
う
と
い
う
の
は
、
お
よ
そ
科
掌

的
創
造
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
考
え

で
あ
って
、
そ
れ
だ
け
で
も
科
学
的
創

造
を
口
に
す
る
資
格
の
な
い
こ
と
の
砒

明
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
o

騰
創韓
錫
獣
給

う
の
が、
近
ろ
流
行
の
能
力
開
発
、

ア
イ
デ
ア
開
発
等
の
経
宮
学
的
発
想

に
解
発
さ
れ
た
鵡論
と
す
れ
ば
、
マ
ル

ク
ス
主
義
でい
う
恥
更
の
法
則
性
に
み

な
ら
っ
ご唱
え
ら
れ
た
が
、
科
学
史
の

研
究
から
科
学
の
発
展
伍
則
を
見
出
す

と
い
う
王張
で
あ
った
.
大
平
拝
戦
争

後
の
時
期
に
多
く
の
科
学
壱
の
心
を
と

　 　　 陶　 ㎜
㎝ ロバ

 

麟 脚齢 ㈱榊 脚　 い
㌧ヘ ハロ～Aい 口～7～mMA

教
育
学
部
は
、
京
大
の中
で
最
も
小
さ
く

て
、
最も
広
汎
な問
題
をあ
つ
かう
学
部
で
あ

る
●
あ
る
院
生
は
、
「お
かし
な、
お
かし

な
、
お
か
し
な
学
部
』
と
名魯
を
は
いた
●第

一番
目
の
9お
か
し
な
百
は
、教
育
学
部
の任

務あ
る
い
は
目的
に
向
け
たも
の、
第
二
の

,お
か
し
な
`
は
、
そ
の
中
に
棲
む教
授
陣
に

対
す
る
も
の
、
第
三
、
学
生
に
向
け
た
も
の
で

㈱

瀞

毒

菱

　

　
　

騨

懸
鱒

論

黙

あ
る
.
第
一、
第
二
の
"お
か
,し
さ
σ

は
、
源
を
た
ど
れ
は
、
京
犬
教
育
学

部
が
成
立
し
た
時
に
発
し
て
い
る
。

教
青
学
部
の
創
立
は
、
昭
和
二
十
四

年
で
新
制
京
都
大
学
の
発
足
と
時
を

一に
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
も
想

像
出
来
る
橡
に
同
議

の
創
立
に
あ

た
って
占
領
軍
に
よ
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣

(上)教育学部

 

雪
笑
軸
の
一貫
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
教
肉
改

革
と非
常
に
深
い閾
遷
が
あ
り
、
占
領
軍
当
周

の強
い要
鵡
に
負
う
所
が
大
で
あ
った
●
旧
制

大
学に
お
い
て、
敦
青
囲
係
の
研
究
は
文
学
部

哲
学科
の中
に
一湧
座
を
践
け
て
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
に
す
ぎず
、学
部
に
昇
格
に
際
し
て
の

人
材
さ
が
し
にき
た
した
困
難
は
、
教
育
学
自

体
の
尊
門
的
研
究
の必
然
から
も
た
ら
さ
れ
た

学
部
独
立
で
な
い
事
を如
冥
に
物
語
っ℃
い

る
o
当
時
の
下
程
教
授等
天学
関
係
者
の
舜
走

に
よ
り
何
と
か
急
乙
し
ら
兀
の教
冑
学
部
は
発

足
し
た
が
、
こ
の
際
ら
わ
れ
た努
力
は
筏
黄

に
価
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
皮
肉に
も
、
同

時
に
根
元

的
な
矛
眉

　⑲

書

お
い

込
む
努
力

で
あ
つ
た

事
も
否
定
出
来
な
い
。
そ
の
も
つ
と
も
代
表
的

な
も
の
が
、
学
部
と
し
て
逼
求
す
る
対
象
の
あ

いま
いモ
コ
と
し
た
性
格
で
あ
る
。
ち
な
み
に

京
都
犬
掌
便
覧
に
み
ら
れ
る
教
育
学
部
の
定
義

をあ
げ
る
と
「教
育
に
関
す
る
尊
門
的
研
究
を

行
い教
脅
諸
学
の
根
本
的
究
明
を
め
ざ
す
も
の

で
あ
る
」
とあ
り
、
教
脅
の
概
念
に
つ
い
て
は

部
」
と
い
った
ア
ツ
カ
マ
シ
イ言
葉
昂生
み
、

ま
た
、
学
部
擢
凪
の
特
色
の
中
に
そ
の高
さ
が

う
か
が
わ
れ
る
●
そ
の
特
色
は他
学部
で抵
用

し
て
い
る
学
科
制
を
あ
え
て
しり
ぞけ
、
各
專

門
分
野
の
流
動
が
容
易
で
、
全体
像
とし
て
の

追
求
が
よ
り
可
能
な
コ
ー
ス
制
を採
用
し
た
事

で
あ
る
。

こ
れ
ら
学
と
し
て
の
広
汎
性
と
コー
ス制
の

採
用
を
バ
ネ
と
し
て
各
コー
ス
で研
究
活
動
が

開
始
さ
れ
、
当
初
各
再
門間
の
流
動
に
よ
って

か
な
り
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れた
oし
か
し
創

立
当
持
ち
込
ま
れ
た
矛
膚
の
一つ
であ
る対
文

つ
い
え
去
る
べ

桑
ご
鱗

越

霧

確
立
のた
めに
は
・
でき
あ
が

自
慢
の
コ
ー
ス
制
に
も
ヒ
ビ

一向
に
幽
及
さ
れ
て
い
な
い
●
こ
の事
は
、
一

踊
す
る
ぶ
ん
に
は
、間
題
に
ず
るに
足
り
な
い

の
で
あ
る
が
、
研
究
実
践
に際
し
て
は致
命
的

な
広
汎
さ
の
前
に
研
究
者
巻
M
た
せ
る
●
「社

会
に
よ
って
課
さ
れ
て
い
る
教
青
掌部
の
テー

マ
は
、
ほ
と
ん
ど
鎚
問
の
限
騨
を
超
え
るほ
ど

広
汎
か
つ
深
刻
」
と
あ
る
教
授
は
、
広
汎
さ
を

こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
・
創
殴
の
吉
渠
を

耐
え
た
教
育
学
部
関
係
者
に
と
っ
て
¥
こ
の
一

見
絶
騒
的
に
も
見
え
る
広
汎
さ
も
、
わ
が
世
を

術
た
り
の
小
春
日
和
の
下
で
は
㍉
無
限
の
可
能

性
と
映
し
た
の
も
無
理
の
な
い
事
で
、
当
初
の

教
官
層
の
意
気
は
、
「教
帥
の
教
帥
申蓋
る
学

学
コン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
る
対
航
意
齢等
の
康

因
に
よ
り
、
尊
門
的
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
教

青
掌
の
本
質
的
広
汎
性
の
中
に
、
各
謬
門
コ
ー

ス
が塊
没
し
は
じ
め
、
教
青
の
全
体
像
を
形
ち

造
る
エネ
ル
ギ
ー
は
、
次
第
に
共
通
の
哲葉
の

喪失
と
い
う形
で
消
耗
す
る
鱒途
を
た
ど
っ

た
。現
在
でも
各
コー
ス
が
参
加
して
共
同
研

究
を
お
こ
な
っ
て
いる
が
、
適
当
な
テ
ー
マ
が

な
く
思
う
様
な結
果
は
出
ご
いな
い
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
最近
では
、
予
算
の
獲
得

等
に
有
利
な
学科
制
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
あ
り
、
教
鳶
学部
の
存
在
意
義
の
大
き
な

部
分
を
覆
う
と考
え
られ
る
コー
ス
制
は
、
重

大
な
危
機
に
立
,て
い
る
●

こ
のよ
う
に
、
教
青
学
都
の
存
在
の
か
か
っ

て
いる
コー
ス
制
が
有
名
無
実
化
し
て
来
た
諸

契
機
をぬ
って
、
教
育
学
部
の
雀
革
論
が
提
出

さ
れ
て
来
た
.
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
①
文

学
部
の
関
係
掌
科
を
も
統
合
し
た
形
で
新
た
に

社
会
学
部
を
創
る
。
②
解
体
し
て
旧
制
当
時
の

糠
に
文
学
部
の
さ
や
に
お
さ
め
る
③
大
学
院
あ

る
いは
研
究
所
の
形
で
残
し
、
学
部
は
文
学
部

に
遷
兀す
る
。
④
医
学
部
な
み
に
専
門
年
限
を

延
長
充
実
さ
せ
る
。
⑤
教
螢
部
に
統
台
し
て
東

大
的
な
教
養
彪
部
と
す
る
。
等
々
で
あ
る
。
ζ

れ
ら
の
議
論
に
対
す
る
そ
れ
ぞ

き
旧
像

灘
難
鍵

一教
授
の
説
を
か
か
げ
て
お
く

「各
専
門
部
門
の
深
化
と
と
も

に
全
体
像
と
し
τ
の
教
脅
学

は
、
ぼ
や
け
ご
来
τ
い
る
が
、

最
大
公
約
数
的
共
通
要
素
を
も

つ教
育
諾
科
学
は
、
教
青
学
郁

の存
在
に
よ
り
、
相
互
の
有
機

的
連
繋
を
保
ち
つ
つ数
鳶
研
究
さ
れ
う
る
」
こ

い
口獄 ンい鵬脚 一 い齢 い凱協脇鵬鵬鵬

船　れ

の
よ
う
発

薫

は
、
早
窺

災
の
ダ
イ
ナ

酌脚

ミ
ソ
ク
な
動
き
に破
壊さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
禁
謎
が
なさ
れ
る
の
は
、
た
だ
脚

磁
藩

切
趨
鞭
船
繰
籠
編
麗

麟灘
難
謙
難

 
・せ
ん
疹

ン
ガ
と
共
に
つ
い
え
さ
る
べき
も

鵬

乃
、う
「
ろ
令

(元
)

　ハ 燃

ら
え
た
の
は
こ
の
主
張
で
あ
っ
た
し、

そ
れ
は
今
で
も
君
い
人
た
ち
の
関心
を

強
く
ひ
く
に
ち
が
い
な
い
が
、
これ
に

し
に
し
て
・
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
よ

つ
い
こ
の
立
ち
い
・
た
検
討
縫
ま
塑

ζの
工
張
の
根
低に
も
た
ぶん
に
里
近

な実
用
主
編
的
桐切
性
への
期
徳
が
あ

りた
と
い
つ
こ
とに
日
愈
を侃
し
て
お

こ
う
.

科
学
史
自
体
の
深
化
を
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=
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性
急
な
実
用
主
義
を
さ
け

樫
急
な
笑
用
主
揚
は
、
科
露
の社
会

更
に
対
し
て
よ
せ
ら
れ
た
期
待
をも
色

ど
って
い
た
。
本
連
載
の
第
一回
でふ

ら
れ
た
小
幽
金
之
助
の
「科
学
と
民
主

主
義
」
論
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
同
を蔵

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
9
小
禽
金
之助

に
か
ぎ
ら
ず
、
太
平
洋
戦
争
が
敗
戦
に

噛

文
部
省
は
二
月
二
十
五日
「國
立

夫
学
め
掌科
お
よ
び
課程
な
ら
びに

購
座
な
ら
び
に
講
座
お
よ
び学
科
目

に
関
す
る
省
令
」
を
拓
行
、
これ
を

去
年
の
四
月
一日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

こ
れ
を
遼
用
す
る
こ
とに
した
o

こ
の
省
令
で
は
全
国
の
国立
七
十

二
大
掌
の
全受
・部
に
つ
い
て
、現
在

施
行
中
の
学
科
目
、
課
程
の
名称
を

網
瓢
す
る
と
と
も
に
、
(京大
でば

四
四
三
講
座
巻
教
養
邑

去
年
三月

三
十
一日
の
「国
立
学
校
設
置法
」

敬
正
「國
立
大
学
の
学
部
に文
部
省

令
で
足
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り掌
科
ま

た
は
陳
程
を
お
く
」
に
も
とず
き
、

①
鶴
屡
り名
簗
董
や
学
科
、
学
科

目
の
新
殴
改
廃
は
す
べ
て
文
部
省
改

正
に
よ
る
も
の
と
す
る
②
教
員
養
成

系
の
穴
掌
に
「学
科
」
で
な
く
「課

糧
」
巻
ほ
ζ
とに
す
る
い
う
の
が
そ

2
孚
で
あ
る
.

講
座
の
改
罵
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
大
正
八
年
の
「京
部
大
学
謂
座

令
」
の
よ
う
に
は
各
大
学
側
の
自
主

決
走
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
いた
の
を
去

る
二十
九
年
「国
立
大
掌
の
講
座
に

関
す
る
雀
令
」
に
よ
って
掌
科
目
を

掌
則
に
よ
って
ま
ち
ま
ち
に
冠
め

て
い
た
も
の
で
あ
る
●

今
回
の
省
合
こ
よ
って
文
部
省
は

国
立
大
学
に
対
し
て
そ
の
研
究
・教

育
内
容
の面
か
ら
そ
の
管
翔
鞭
を
強

め
て
いく
ζ
と
ほ
明
ら
か
で
あ
り
、

火
掌
管
理
法
案
流
塵
以
来
各
力
面
か

ら
の
"なし
く
ず
し
的
4
意
図
貫
徹

の
一部
と
みて
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ

う
。さき
に
述
べた
よ
う
に
昨
年
三
月

三
十
一日
の「国
立
学校
設置
法
案
」

の改
正
に
よ
って
国
立
大
掌
の
学
部

に
学
科
や繰
程
を
文
部
劣
が
そ
れ
ら

を文
部
省
令
で
大
学
学
術
局
憂
に
よ

り
て
各国
立
大
学
長
あ
て
に
「請
座

お
よ
び学
科
目
調
査
に
つ
い
て
」
と

いう
通
達
が
出
さ
れ
た
.
こ
こ
で
文

部
省
は
「学
科
」
と
「課
程
」
を

窟
義
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
「仏
い

専
門
分
野
に
わ
た
って
合
目
的
意
図

をも
っ
て総
台
的
」
に
履
習
す
る
場

合
に使
い、
教
員
獲
成
学
部
に
お
い

て
は
「小
学校
課
程
、
中
学
校
諏
程

と
い
う
よ
うな
埆
合
も
そ
の
ひ
と
つ

であ
る
」
とは
っき
り
規
定
し
た
。

こ
れ
に対
し
て
全
国
の
大
学
は
大
体

に
お
い
て抵
抗
な
く
そ
の
回
答
を
文

部
省
に行
な
った
。

し
かし
、
そ
の後
七
月
二
十
四
日

文
郎
省
は
さら
に
全
国
の
教
員
養
成

を
主
と
す
る五
十
の
天掌
掌
部
に
対

し
て
の
み
、文
部
省
教
職
蝋
餐
成
謀

長
か
ら
「教
員
餐
成
大
学
、
学
部
の

腺
糧
お
よ
び学
科
目
に
つ
い
て
」
調

査
を
水
め
てき
た
。
対
象
乏
な
った

各
大
学
で
は夏
休み
明
け
を
待
って

処
理
を
検
討
し
た
が、
和
歌
山
大
学

学
婆
学
部
、
鹿
児
島大
学
教
青
掌
部

な
ど
で
再
三
学科
目瀦
査
圃
答
拒
杏

が
行
な
わ
れ
た
た
め
同
問
題
が衰
面

化
し
た
●
そ
の
拒
否
理
由
は
Φ
教
員

獲
成
大
学
、
学
部
が
現
状
で
は
学
糾

講
座
制
を
と
り
え
な
い
と
し
て
も
大

学
で
あ
る
限
り
研
究
と
教
隊
を
統
合

h
9
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し
、
そ
れ
を
最大
限
に
生
か
す
の
が

当
然
で
あ
る
の
に
、
文
部
省
は
こ
れ

ら
の
研
究
機
関
と
し
て
の
件
格
を
抹

殺
し
、
単
な
る
免
許
状
授
与
の
た
め

の教
育
機
閥
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

②教
員
撮
成
大
学
・学
部
に
対
し
て

の
が寓調
査
をす
る理
由
が
な
い③

「課
程
」
制
を置
く
こ
とに
よ
っ
て

予
算
面
な
と
で
不
肖
な扱
い
を受
け

る
恐
れ
が
多
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
に
一貫
す
る
も
の
は

教
員
賓
成
大
学
(灘
屠
又
相
に
よ
れ

ば
か目
的
大
学
白
)
を
他
の
大
学
よ

り
格
下
げ
さ
れ
る
と
い
う
旭
惧
醸
と

覇

,羅
甕
轟

」
と
由
って
い
る
が
、
調
査
に
好
意

的
だ
った
大
学
でも
文
耶
省
の
省
令

化
の
意
図
を理
解
せ
ず
、
例
年
の
調

査
報
告
な
み
に
解
し
た
と
いわ
れ
る

教
員
養
成
浄圭
と
す
る
大
学
学
部

と他
の
いわ
ゆ
る
講
座制
大
学
と
の

関
係
に
つ
い
ても
同
氏
は
「日
本
の

学
問
を世
界
的
に
高
い水
準
に
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は研
究に
璽
痢
が

大
惚
騒

法
案
の
、
法
令
改
正
、
行

政
指
導
と
いう
巾
で
な
し
く
ず
し
的

に
突
現
さ
4Tる
と
いう
警
戒
の
姿
勢

であ
る
。

「今
度
の
省
令
は
従
来
、
文
部
街
と

大
学
、
各
大
掌
間
で
ど
の
よ
う
取研

究
教
會
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
報

告
に
も
と
ず
い
て
明
示
し
た
だ
け

だ
。
臼
令
化
が
逓
れ
た
の
も
令
国
の

大
p
の
協
力
を
特
って
い
た
か
ら
だ

令
に
よ
って
国
マ
大
学
は
事実
上
①

講
座
制
大
学
(旧
帝
犬
)
②
掌
科
制

大
学
(新
制
犬
)
③
謙
程
制
大
学

(課
程
、
学
科
目
制
)
の
「格
差
」

を
閻
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
.

こ
の
よ
う
な
文
郡
衝
側
の
動
き
に

対
し
て
、
鹿
児
島
大
学
教
脅
学
部
、

　
は
バ
　
　

　
　
な
ど
い
く
つ
か

難
雛
鵜

が教
有学
部
を
も
含
め
て
直

お
か
れ
る
入学
と
教
有
に
璽
点
が
お

か
れ
る
大
学
と
が
出
る
の
は
当
然
」

と
由
って
い
る
が
そ
の
制
厘
化
に
は

大
き
な
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
い
う
の
は
文
部
省
は
今
度
の
直

令
と
併
行
し
て
「教
員
餐
成
関
係
学

部
殼
慮
基
郵
嬰
項
」
を
教
大
協
(日

本
教
甫
大
学
協
会
11
会長
晶
坂
正
頭

耀
京
学
大
学
長
)
と
協
力
し
て
法制

化
し
高
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
二右

てく
れ
る
こと
を願
って
い
る
教
冨

も
少
な
く
な
いと
いわ
れ
て
い
る
●

こ
の
結
果
、
旧
帝大
と
新
制
大
学
学

芸
大
学
と
の
間に
、さ
ら
に
旧
師
範

系
大
学
と
の
間
に
文
部
省
がく
さ
び

を
打
ち
こ
む
こ
と
に
成
功
し
元
と
い

う
こ
と
も
で
き
、
こ
の
閻
瞭
を
ぬ
っ

で
今
後
さ
ら
に
岡
省
に
「教
員彊
成

学
部
基
準
設
置
要
項
」
の
発令
に
よ

っご
大
学
間
格
走
の
碓
定
づ
け
答
易
.

に
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
恐
れ
も

多
分
に
内
包
し
て
く
る
と
い
え
よ
う

京
穴
で
は
二
月
五
h口に
職
組
が
中

心
に
な
っτ
教
脅
学
部
教
訂
多
薮
を

集
め
ζ
「教
賊
盤
成
制
展
に
関
す
る

研
究
集
会
」
を
行
な
っ
亡
い
る
が
、

一般
教
冒
の
聞
で
の
関
心
を
無
め
る

ま
で
に
血
って
い
な
い
。

今
回
の
街
令
問
題
に
つ
い
て
京
大

法
掌
部
の
中
山
研
一助
教
授
は
「今

ま
で私
還
教
官
の
間
に
も
掌
芸
大
字

・掌
部
の
あ
り
の
と
ま
た
総
A口大
学

と
の
関
連
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が

不
疋
し
て
いた
こ
と
は
認
め
る
。
当

面
文
部
甫
に
対
す
る
戦
い
を
進
め
て

いく
と
同
時
に
、
新
制
ズ
学
と
総
台

大
学
、
敦
賃
搬
成
穴
学
と
他
の
天
学

さ
ら
に
は
教
償
部
と
'7
都
と
の
あ
る

べき
姿
を
り剣
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て

お
り
、
や
は
り
今
度
の
省
令
問
題
も

犬
学
行
政
全
般
に
関
す
る
大
き
な
問

題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
は
聞
違

いな
い。
(長
)

終
った
あ
と
の
数
年
聞
、
科
学
は
本
質

的
に
民
主
主
義
に
結
び
つ
く
と
い
う
議

諭
が
、
歴
史
の
な
か
か
ら
適
当
な
亭
例

を拾
いだ
し
て
く
る
と
い
う
力
法
に
よ

っ
ζ、
科
学
史
の
名
に
お
い
て
し
ぱ
し

ば
な
さ
れ
た
・
そし
て
、
こ
の
よ
う
な

議
論
の
うえ
に
科
掌
者
の
関
心
を
科
学

更
へ向
け
さ
せ
た
の
であ
った
。
今
と

な
っ
て
は
当
時
の議
鹸
の
皮
柑
さ
は
い

や
で
も目
に
っ
くけ
れ
ど
も
、
そ
れ
ら

の
識
論
を
つ
つ
み
こん
で
いた
、
民
主

主
義
の
確立
を
志向
す
る
当
時
の
熱
っ

ぽ
い
空
気
は
正
当
に
考ば
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
●
し
か
し
ま
た
、
そ
の熱
っぽ

さ
の
ゆ
え
に
当
時
に議
論
は
いち
し
る

し
く
削
の
め
り
の
姿
勢
の
も
の
と
な

り
、
科
学
史
の
有
効
性
へ
の期
待
が笑

用
主
義
に
傾
斜
し
て
ゆ
き
も
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
当
時
の
熟
っ
ぽ
い
空

気
は
消
滅
し
た
け
れ
ど
も
、実
用
王
義

的
な
期
待
だ
け
は
定
着
し
ご
し
ま
っ

た
。
は
し
め
に
あ
げ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

そ
の
こ
と
を
小し
て
い
る
o

露

が
.}、、
撃

史
の
窪

し
☆

論
を
あ
ら
た
め
て
問
題
に
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学

間
の
何
効
性
あ
る
い
は
実
践
性
と
い
う

理
念
に
っ
い
て
再
検
討
し
て
み
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
o

と
い
う
ζ
と
の
だ
れ
に
も明
膿
な
具
体

的
モ
デ
ル
は
、
自
然
料
学
と技
術
の関

係
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
であ
る
。

こ
と
に
、
科
学
史
に
関
心
を
向
け
.Φ人

々
の
多
く
が
囲
工
系
の
学
生
な
い
し
研

究
者
で
あ
って
み
れ
ば
、
こ
の
人
々
に

と
って
は
こ
の
モ
デ
ル
は
も
っ
と
も
自

然
な
も
の
で
あ
ろ
う
●

し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
歴
史
科

学
の
実
践
性
を
考
え
る
た
め
に
は
、
は

な
は
だ
不
適
切
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い・
科
学
的
技
術
に
お
い
ご
は
、

技
術
的
実
践
の
主
体
と
客
体
と
が
い
ち

お
う
は
っき
り
と
分
艇
さ
れ
て
い
る
●

わ
れ
わ
れ
の
た
て
る
目
標
、
そ
れ
を
実

現
す
る
雑

を
規
制
す
る
法
則
、
僅
用

す
べ
き
手
段
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
客
体

と
し
で
の
自
然
そ
れ
自
体
の
な
か
に
存

し
ぐ
い
る
●
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
外
側
に

た
っ℃
、
あ
れ
ζ
れ
の
方
法
や
手
段
を

考
え
め
ぐ
bず
の
で
あ
る
●
し
た
が
っ

ζ、
こ
れ
をモ
デ
ル
と
し
て
頭
に
え
が

き
なが
ら
な
さ
れ
る
議
賄
に
お
いご

は、
学
問
の
道
具
視
1
し
た
が
,ζ
冥

用
圭
覇が
で
ζ
く
る
こ
と
は
さ
け
が
た

い
●
歴史
的
認
識
と
実
践
と
の
関
係

は
、
そ
の
よ
う
な
こと
では
け
っし
ご

割
り切
れる
も
の
で
は
な
い●
こ
こ
で

は
、
最
近
サ
ルト
ル
が
「弁証
法
的
理

性
批
判
」
に
お
い
ご
提起
し
ご
いる
よ

う
な
問
題
を
避
け
て通
る
こ
と
が
でき

な
い
の
で
あ
る
。

本
舷

の
科
学
更
が
こ
れ
ま
で
卑

近
な
有
効
性
に蛋
さ
れ
てき

日
☆

た
と
す
れ
ば
、
こ
ん
に
ち
科
学
史研
究

の
新
し
い
前
進
を
は
か
る
た
め
に
必妾

な
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
有
効
性
へ
の
鋳

惑
を
ま
ず
た
ち
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

科
学史
研
究
史
その
も
の
と
し
て深
め

て
ゆ
こ
う
とせ
ず
に、
科
掌
史
は
かく

も
役
Ψ
つ
の
だ、
と
い
う
よ
う
な
こと

ば
か
り
睨
い
て
い
る論
説
はあ
ま
り
信

用
し
な
いこ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

ま
ず
科
学
の
歴
史
を
研
究
す
る
と
は
い

った
いど
う
いう
こ
と
な
の
か
、
と
い

う
ζ
と
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
つ
で

は
な
い
か
●
常
識
的
な
考
え
力
に
よ
れ

ぱ
、
自
然
科
学
と
い
う
も
の
は
各
観
的

実
証
の
う
え
に
着
実
に
発
展
し
、
そ
の

結
果
は
客
観
的
な
自
然
の
姿
を
う
つ
し

だ
す
も
の
で
あ
り
、
普
遍
的
に
妥
当
す

る
●
臼
然
科
学
が
も
し
そ
の
よ
う
な
特

徴
づ
け
の
み
で
つ
く
さ
れ
る
と
ず
れ
ば

科
掌の
歴
史
の
研
究
に
は
、
せ
い
ぜ
い

先人
の
功
績
獺
彰
く
ら
い
の
意
駄
し
か

な
いこ
と
に
な
ら
な
いか
●
う
え
の
見

方に
よれ
ぱ
、
科
学
は
ひ
た
す
ら
虞
線

的に
進
歩
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
麟
史

の
帰趨
は
、
いわ
ば
は
し
め
か
りき
ま

っ
て
い
る
のだ
か
ら
・

そ
こ
で
、
つ
ぎに
自然
科
学
の
発
展

の
論
理
を
払則
化す
ると
いう
考
え
方

を
検
認
し
、あ
わ
せ
て
自然
科
学
の
右

の
よ
う
な
狩
徴
づ
けに
つ
い
て考
え
ご

み
よ
う
。
そ
こ
か
ら
、科
学
の
学
説
史

と
社
会
史
と
の
関
連
に
つ
い
ごも
、
あ

る
示
唆
が
号
ら
れ
る
る
であ
ろ
う
●

(日
本
大
学
理
工
学
部
・講師
)

(つ
づ
く)

に
工事
を
は
じ
め
て
、八
且
下
旬
に

[は
完
成
す
る予
定
な
の
で
、来
年
度
後

期
か
ら
は
約
五
十
のサ
ー
ク
ルは
、こ

ロ

の
新
し
い
部室
に
入
る
こ
と
が
でき

る
。
し
か
し
一
サー
ク
ル
平
均
二
十
二

平
力
メ
ー
ト
ル
(七
坪
)
と
い
う
広
さ

の
た
め
、
相
毅
ら
ず
の
り密
皮
∬
の
大

き
さ
で
は
あ
る
.

ま
た
、
当
初
は
、
こ
の
部
堅
も
学
聾

会
館
の
な
か
に
設
け
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
京
大
同
糠
阪
大
で
も
学
生
会
館
設

立
は
当
面
な
ん
ら
具
体
化
し
て
い
な
い

た
め
、
と
り
あ
え
ず
別
棟
と
し
て
部
室

を
つく
り
、
学
璽
会
館
が
冗
成
し
た
時

には
、
その
"別
館
μ
と
な
る
予
定
で

あ
る
。
(
「大
阪大
学
新
関
」
か
ら
)

接
な利
箸
を
感
じ
て
い
な
い

こ
と則
ち
、
旧
帝
大
な
ど
の

教
肯
掌
部
は
依
然
と
し
て
教

育
研
究
に
典
卿が
お
か
れ
て

お
り、
貝
体
的
に
講
座
の
転

換
が当
は
な
いと
いう
こ
と

か
ら
先
の
「講
障お
よ
び
学

科
目調
査
」が
単
な
る
確
認

事
項
と
し
て
行
なわ
れ
た事
情
が
あ

り
、
そ
の
う
他
の教
凪
致
成
天学
の

嘱
情
が
わ
かり
に
く
いと
いう
も
の

で
あ
り
、
ま
た前
者
に
お
い
て帥
鈎

系
の
教
肖
と
の
囚部
対
▽
も
隙
図
し

て
い
る
と
いわ
れ
て
いる
。
旧
輌
範

系
の教
冨
の中
に
は
教
貴
《成
系
の

労
芸
学
部教
脅
学
路
に
お
いて
、
教

脅
の
み
を行
な
う
こと
を畷
ん
でお

り
、
文部
歯
で
その
掌
科
臼
を
定
め

帥

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
今

年
も
貝
体
的
案
を
検
討
中
で
あ
っ
た
こ

と
、
並
び
に
教
授
会
決
定
が
学
牛
委
に

連
絡
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ク
ラ
ス
担
任

教
授
を
通
し
て
知
った
事
実
に
対
し
、

か
な
り
の
慣
慨
の
意
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
3
ン

自
体
が
学
牛
の
も
の
で
あ
り
、
学
生
が

そ
の
是
非
あ
る
い
は
長
短
も
最
も
艮
く

知
って
いる
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を

学
生
が
翼
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
努
力

を
全
然
認
め
て
い
な
い
こ
と
の
現
わ
れ

に
す
ぎ
な
いと
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
「東
京
大
学
斬
聞
」
か
ら
)

科
掌
史
に
か
ぎ
ら
ず
、
学
問
が
実
跣

的
でな
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
一股
的
命
題
と
し
て
は
多
く
の
人

の
認
め
る
と
ころ
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
この
命
題
が
いか
に
し
て
現
実
の

も
の
と
なり
う
る
か
、
と
いう
こ
と
は

そ
う簡
単
に答
えら
れ
る
問
題
で
な

い
。学
問
の
実
践
性
、
あ
る
い
は
、
理

諭
と
実
践
の
統
一と
いう
間
題
に
っ
い

し
は
、す
で
に
哲掌
者
や
社
会
科
学
者

が
し
ば
し
ば議
齢
をく
り
返
し
て
い

る
。
そ
う
い議
飴
に
た
ち
いる
こ
と
は

わ
たく
し
の任
では
な
いが
、
ひ
と
つ

感
ず
る
こ
と
は、
遡
開と
奨
践
の
統
一

直
ア
餐

◆本校独自の本格的テスト指導

◆毎週英・数・国テスト実施

◆英語・数学 ・国語・理科・社会の総合教育

◆毎週出題の英語・数学宿題添削指導
(ラジオ放送)毎週目曜目JOLF午 胤2時20分よりf受験の秦」

◆ 欝 韻 毒 内 書 薦 求 家 第 送 呈 ◆
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レ午 前部理科系綜合科(A・B組)
レ 午前部丈科系綜合科(C組)
選抜試験により入学許可
レ 午前部女科系綜合科(D組)
レ 午前部理科系綜 合科(E組)
レ 午後部理科系綜 合科(F組)
レ 午後部女科系綜 合科(G組)
申込順受付(定 員になり次第緯切)
レ 午後部 英 ・数単科

 

学
園
短
信

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
長

期
的

教
投会
決
定

墓東天璽

 

躍
夙
大
学
教
嶺
学部
教
授
会
は
一月

二
十
五
日
午
後
に
開
かれ
た
が
、
そ
こ

で
来
年
度
新
入
生
の
オ
リ
エン
テ
ー
シ

ョ
ン
は
六
月
ま
で
の
三
カ月
聞
に
わ
た

っ
た
畏
期
的
に
行
な
い、
四
月
十
三、

十
四
日
の
予
定
日
に
行
なわ
な
い旨
を

決
足
し
た
。
こ
れ
は
オ
リ
エン
テ
ー
シ

ョ
ン
学
生
準
榴
委
員
会
が
す
で
に
四月

十
三
、
十
四
H
行
な
う
こ
と
を
決
定
し

て
お
り
、
学
生
鄙
の
承
認
を
得
て
い
た

も
の
だ
け
に
、
学
ケ
委
鼠
会
に
か
な
り

の
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

岡
日
の
教
授
会
で
は
①
四
月
十
三
、

十
四
日
に
集
中
的
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
ソ

ヨン
を
行
な
わ
な
い
。
②
ク
ラ
ブ
・サ

ー
ク
ル
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
掌

部
側
で
は
極
力
考
厳
す
る
が
、
原
則
と

し
て
放
課
後
行
な
う
。
③
大
学
側
の
急

用
の
も
の
は
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
こ

と
で
す
ま
せ
る
。
が
決
定
さ
れ
た
が
、

掌
生
委
と
し
て
は
毎
年
主
体
と
な
って

翼
量

サ
ー
ク
ル
部
窄
の不
足は
各
大
学共

通
の
悩
み
と
な
「、て
い
る
が
、
大
阪
犬

学
で
は
、
部
整不
足
を
解
消
す
る
た
め

こ
の
ほ
ど
新
た
に
サ
ー
ク
ル
専
用
の
部

字
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
●

計
画
に
よ
る
と
、
鉄
筋
二
階
建
、
延

千
色
五
+
育
平
万
メ
ー
ト
ル
(三
百
五

十
坪
)
で
、
シ
ャ
ワ
ー
塁
や
湯
沸
室
も

備
え
る
こ
と
に
な
って
い
る
.
三
月
中

叢
難

3
y
メ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

.大

将

軍
`
自
慢
の
味
巴
値
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

.

◇
コ
ン
パ
お
一人

二
五
〇
円よ
り

◇
献
立
の
闘例

ー

ロ
ー
ス焼
肉
三
〇
〇
円
ワ
ン
タ
ン
一〇
〇
一

解

艦
老

゜
円
†
尋

円゚
㎜

◇
お
座
敷
斜
・サ
ー
ビ
ス
斜
・腔
軍斜
は
一切

弩

す
.

雛 大將軍u
京●囚葉大冒阪急前TEL.(餌)9161・9162

290
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闘聯働肉㈱常

二
十
一日
の
工
学部
碧最
後
に
三
十
九

鋸度
入
試
象
署
の
発表
は
書
霧
リ

ニ
手
二
百
三
十八
人
の合
格
者
が
決
定

し
た
。
合
格
者数
を都
道
府
県
別
に
み

る
と
、
大
阪
四百
人
(九
人
減
)
京
都

三百
七
十九
人
(三十
人
減
)
兵
μ
二

振不勢都
山
示

地方有名校伸びる

 

百
四
十
一人
(十
三人
減
)と
近
畿
勢
三

府
県
が
俄
然
強
く
全
体
の
約
四
十六
%

誉
占
め
て
い
る
が
昨
年
に較
べ
る
と伸

び
な
や
み
の
感
で
特
に
昨年
に続
いて

の
京
都
勢
の
不
叢
は
目立
っ
て
いる
.

合 格 岩 上 位 二 十 校

(カ ッコ内は昨年度合格者数)
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0
1
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1
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1
1
1
0

医
5
2
0
2

2
2
0
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4
3
1
0

1
σ
0
1

1

り
1
0
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肉

7
6
5
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9
4
3
2

8
2
1
3

3
3
5
4

3
2
2
2
2

経
11
7
5
6

4
7
3
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0
3
3
4

1
4
0
2

1
1
3
2
3

法
8
9
6
8

7
5
4
6

7
6
4
3

2
2
3
2

5
3
3
1
6

教
0
1
1
1

1
0
2
0

1
0
0
0

0
0
1
0

1
1
1
0
0

文
8
4
5
5

4
4
3
4

1
1
2
1

2
2
1
1

3
3
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ラ
ラ
ミ

ノ
ラ
ラ
ラ
ラ

ラ
ラ
ラ
ラ

ミ

ノ
ミ

ノ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

十
轄

67
37
簸
36
27
麗

難

24
42
簿

言
双
譲

叢

難

嚢

襲

鍛

1く
ノ
⊃
⊃

⊃
ミ

ノ
へ
ぐ
」
～ノ
⊃

㌔
～

「
ノ⊃

奎

⊃
⊃

嚢

簸
舗
簸
疑
留
葱
鍵
難

霧

執
擾
際
敵」
職
縦畷蓑
臥駅派幾

学

朝

手

王

一露

大
陽

山

倣霰

羅
雛
⑨纒
叢
　懸
総

一方地
方
の
伸
び
は
大
き
く
愛
知
百
輔

人
(十
人増
)
静
岡
四
十
二
人
(十
二

人
増
)と
甲部
勢
は
三
十
九
人
増
え
、

番
川
六十
四
人
(十
二
人
増
)
偲
島
四

十
三人
(十
一人
増
)
と
四
囲
勢
は
昨

年
に続
いて
順
調
な
伸
び
を
示
し
へ
昨

年
や
や
不
螢
だ
った
広
島
、
岡
山
が
各

九々
十
一人
(十
二
人
増
)
八
十
七
人

(二十
三人
増
)
と
も
り
か
え
し
、
九

州
勢
も
や
や
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
二

孚
菅
格
首
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
省
森

も
今
年
は
三
人
の
台
格
者
が
あ
り
、
こ

れ
で
今
年
皮
は
全
国
各
都
避府
巣
か
ら

モ
れ
ぞ
れ
合
格
者
を
だ
し
た
。
ま
た文

部
貨
検
定
に
う
か
っ
た
外
人
留
学
生
一

人
が
台
格
し
た
。

次
に
学
校
別
に
み
る
と
、
合
格
首
は
上

位
二
+
板
は
別
表の
通
り
劉あ
る
が
、

昨年
と同
し
く
λ
大
手
前
、
北
野
、
天

王
寺
の大
阪
勢
が
上
位
を占
め
、
畳
中

茨
木
、
住
古
、
高
津
と
ヘス
ト
ニ十
板

に
七
枚
が
フン
ク
され
て
い
る。
一方

京
都
勢
の不
頒
は
地
域別
と同
様
学
板

別
に
お
い
ても
目
Vち
洛
堤
六
十
三人

(九人
増
)
が
なん
と
か
圓目
を
保
っ

て
い
る程
度
で、
過
去
の上
位
板
柴
野

鴨
折
等
軒
並
み
に
減
少
し
そ
れ
ぞ
れ
十

七
位
、
二
十
位
と
か
ろ
う
じ
て
ベ
ス
ト

ニ+
位
に
と
ど
ま
った
●
兵
臨
勢
は
ほ

ぼ昨
年
並
み
で
、
そ
の
他
愛
知
旭
丘
、

番
川
高
松
、
徳
島
城
爾
の
地
方
名
門
校
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京
大
の
国
蹄
問
題
は
近
来
、文
理両
系
共
通
問
題
四
(う
ち
漢
文
一

②
を
含
む
)
と
文
糾系
が
選
択
(古
文
ま
た
は
現
代
文
と
漢
文
の
中
の
一

(瑚
科
系
は
現
代
文
)
科
掌的
な
内容
の
文
章
一と
いう
形
が
踏
襲
さ

れ
て
き
た
が
、
今
年
は
、
いわ
ゆ
る
高
校
の
国
飴
甲
の
範
囲
と
程度
を基
準
と
し
で
文
理
共
通
必
答

五
題
と
い
う
形
で
出
題
さ
れ
た
●
固
題
構
成
は
現代
文
二、
古
文
二
、
漢
文
一と
な
って
い
る
。
今

年
の
問
題
は
総
括
的
に
み
て
図
甜
の
議
礎
能
力
を
話
す
ため
の総
合
的
な
殻
間
を
含
ん
だ
よ
く
練
ら

れ
た
亥
当
な
間
題
で
あ
った
●

従
来
「象
大
国
脂
」
と
い
え
ぱ
、
高
校
の
「国
論
教
堅
」
の現
異
の
姿
、
ま
た
は

理
想
的
な
在
り
方
に
即
し
¥
し
か
も
類
例
の
み
ら
れ
な
い欄
控
的
な
こ
と
に
お
い
て

定
評
が
あ
る
。
正
常
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れた
国
語
学習
を経
た
者
な
ら
手
の
つ
け
ら

れ
な
い
殴
間
は
噌つ
も
な
い
は
ず
であ
る
.

現
代
文
二
の
申
①
の
園
廻
は
、心
理
掌
の題
材
を
囚容
と
す
る
。
お
そ
ら
く
京
大

入
猷
始
ま
って
以
来
の
憂文
で、
受
験
生
に
と
っ
ζは
,泌解
に
か
な
り
の
時
間
を
と

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、文
章は
明
快
な
諭
璃
に
貫
か
れ
ご
い
ご
、
現
代

の
続
解
力
巻
賦
す
好
個
の
材
斜
と
い
え
よう
。論
旨
・内
醤
の
製
約
お
よ
び
構
成
の

把
握
(段
遷

が
申
心
で
、現
代
文
読
解
方
法
の
n(体
化
の
サ
ン
プ
ル
の
よ
う

な
間
題
で
あ
る
●
②
は
や
や文
講
的
要
累
の
強
い群
論
臨
文
激
で
あ
る
。
間
②
の
窪

白
部
を
埋
め
る
図
題
は
、
例年
出題
さ
れ
る
形
で
あ
る
が
、
今
年
の
は
盧
択
肢
が
な

く
適
諏
を
考
え
て
あ
て
は
め
るも
の
で、
五
つの
中
、
二
、
三
の
も
の
に
は
、
原文

の
語
句
颪
り
の
も
の
を
は
め
る
のは
困
難
が
あ
ろ
う
。
輪
仏
い
採
点
が
な
さ
れ
る
と

思
う
が
。
こ
の
問
題
で特
色
のあ
る
の
は
問
②
お
よ
び
ゆ
で
あ
る
。
間
②
は
文
掌史

的
な両
題
であ
る
が
、
文
学
史
の
学
習
が
単
な
る
作
者

名」
作
品
名
の
胡
列
的
暗
記
に
止
ま
って
い
る
よ
う
で
は

解決
でき
な
い.
文
学
史
の
流
れ
を
大
き
く
つ
か
む
能
力

4■d■
●o
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総 合 的・個 性 的 設 問

 

と
知
澱
が
必
輿
で
.文
学
史
間
題
と
し
て
か
な
り
商度
の
も
の
と
い
え
よ

う
。文
陽吏
の
囲
解
は
や
は
り
こ
こ
ま
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。間
③

は
、
意
見
を
ま
と
め
記
す
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れも
一股
に
葺名
な占
典

に
対
し
て
は
、
と
く
に
は
っき
り
し
た
自
寛的
な
認識
と
諦価
と
を
持
っ

て
いな
け
れ
は
趨
け
な
い
間
題
で
あ
る
.
従
来
の
尽大
間
題
では
又学
史

的
な
問
題
は
ほ
と
ん
ど
出
題
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
②、
③
の
問
題
な

ど
は
今
後
の
文
掌
史
学
習
の
在
り
力
にあ
る
示
唆
を与
え
る
ユニ
ー
ク
な

::O一
噛::

曹

,

●曹:
一
,雪
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はじめて女学史的知識要求
問
題
と
い
え
よ
う
。
高
孜
生
が占
典
を
掌
ぷ
場
合
と
かく
受
験
の
た
め
の
記
憶
中
心
の
知
識
に
疋
り

易
い
が
、
常
に
古
典
へ
の
関心
と内
面
的
な
興
昧
を
も
ち
古
典
に
求
め
る
心
を
食
う
態
反
が
必
製
で

あ
る
こ
と
を
反
酋
さ
せ
る
問題
であ
る
。
層想
と
とも
に
作
文
力
、
畿
現
力
を
も
み
る
固
題
で
も
あ

る
。古
文
の
二
の
つ
ち
③は
受
験硫
の
翫
で
も
が
一度
は
目
を
.運し
て
い
る
は
ず
の
有
名
な
「枕
韓

り†」
の
冒
頭
の
文
単
に
つ
い
て国
甜学
的
な
基
礎
問
題
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
押
瑠
の
な
い
文

法
常
識の
間
髄
と
い
って
よ
いが
間
(②
)
の
又
単
栂
造
と
文
臥
を
つ
か
む
問
題
は

案
外
迷
う
首
も
あ
る
の
では
な
い
か
.
文
法
で
は
と
か
く
品
詞
論
的
な
力
面
に
偏
し

易く
"
}般
に
文
章
を
分
析
す
る
力
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
駄

でのコのロロサロど}川敏戸水 嚇　

で
こ
の種
の
問
題
は
も
っと
多
く
出
題
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
最
後
の
こ
れ
も
伺
名

な万
藁
集
の
歌
の
解
釈
な
ど
も
、
「か
ぎ
ろ
ひ
」
な
ど
、
古
詣
の
意
妹
が
明
確
に
つ

かま
れ
て
い
る
か
、
ど
う
か
。
④
は
中
世
の
説
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
代
丈
の
ゆ

に
対
照
さ
れ
る
。
基
礎
的
な
麗
解
力
を
猷
す
問
題
で
あ
る
。
問
題
文
自
身
は
む
つ
か

し
い文
章
で
は
な
い
が
「会
話
又
」
と
話
者
の
指
捕
、
「占
典
詣
」
の
文
中
に
お
け

る
貝
体
的
意
昧
の
理
解
(古
今
異
義
糖
を
含
む
)
、
さ
ら
に
内
圏
の
理
解
(こ
の

場
合
、
文
中
の
場
面
に
お
け
る
査
語
の
意
駄
を
明
確
に
つ
か
む
こ
と
が必
嬰)
穿
幽

の
想
定
な
ど
の
戯
問
を
含
ん
で
い
る
。
と
く
に
、
こ
こ
で
は
古
譜
に
つ
い
て
の翔
瞬

と
、
間
ω
と
④
で
、
全
文
の
内
谷
を
つ
か
む
こ
と
が
基本
的
作
第
であ
る
。

灘
文
⑤
は
、
引
詩
と
子
規
の
歌
と
を
対
照
さ
せ
た問
題
で
L犬
さ
れ
た
ユ
ニー
ク

な
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
漢
爵
の
読
解
が
ー
で、
子
規
の
歌
は
そ
のた
め
の
楠

助
的
な
役
討
を
渠
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
子
規
の歌
と対
照
し
な
がら
間
④
し
よ

り
漢
許
全
文
の
大
意
を
つ
か
め
ぱ
、
後
は
轡
分的
な叙
述
の聞
題
であ
る
。
し
か
し

現
代
の
受
駅
停
は
一般
に
漢
字
に
よ
わ
く
、漢
文
の基
本
的
な訓
読
さ
え
十
分
では

な
い
。
と
く
に
演
文
の
訓
続
に
は
、
国
請
の文
語文
法
の
知
識
が
心
嬰で
あ
る
か
り

`3) 第U87号 (鑓3種堅便鞠團ゆ

ここ、ニニコ中ややこりすぎζいるという批評

㊥ 難 懸 鰹灘 灘 今年度.
いし二題位の完全解答に近い答案の作成に相当な困難性を感
ていた過去二、三年の現役組にくらべて、今年の高校三年在
にはその可能性がかなりあつた●現役組にもモの学力を自

の能力に応じて発衰する場が拡げられた、という意味においζ高校薮学数育の立渇伽らは穴いに

迎してよい●その反面どの問題もひね,て あるという先入惑で餐した受験生にとりては、いささ

すかしの感がありたかもしれない。しかしながらなんらかの固定化した先入照のもとで受験の

にのぞむとゆう雰囲気は余り風ひしたことではない●
一力例年の如く相当にこうた所謂うところ深い鑑間(例へば 【A61、【B5】臆に 【A5】、 【B

】)も依然としζ相当の比璽をもっで出題されている・この種の問題は陥校三ケ年蘭の正常な学習

み重ねた者であつζも5割程度の獲褐は困難と思われる。解決の糸口の発見に迷 つたり、途中
計算に難渋したり、さらに最後の結諭の壁にぶうつかり、あげくの果は持時聞に逼いこまれて収

かずとい,た結果になつたのではないかと思われる。部分点の配慮があったとしでも、轡験律

総
合
則
、応
用
的
に
練
習
し
て
お
く
必
嬰
が
あ
る
。

要
す
る
に
、
本
年
の
「
暴大
国
讃
」
は
、
本
質
的
に
は
例年
と
'枇ら
な
いが
1
例
え
は
国
語
≠
餌

の
力
法
に
即
す
る
、
蝦
礎
田
な
国
甜
舵
力
を
試
す
、
国
謡
力
の
各榔
画
を総
合
す
.O、
解
答
〃式
で

は
記
述
式
を
五
と
す
る
(表
現
力
を
み
る
)
な
ど
ー本
可は
、例
年出
題
さ
れ
て
米
た
日
協
国
句
幽

牛
活
か
ら
取
材
さ
れ
た
問
題
が
影
を
ひ
そ
め
現
代
文
は
居想
的
、論
品
的
な
も
の
二題
が
出
題
さ
れ

た
こ
と
、
そ
の
中
で
か
な
り
紬
度
な文
学史
的
知
識
なら
びに
批
詐
酎意
見
の
表
現
が
求
め
られ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
、
特
徴的
と
い
え
よ
う
。
(京
都府
立
洛
北
高
校
教
諭
)

一

-

曽=

曹一

点 配慮があ たとしても、受験生

1あ ろうか?な お来るべき昭和四十一年
度以晦二、三年間の入試に当り新、旧教青課
程の両卒業生とも可能な限り公平な受験が出
来るよう、移行借置を取られることを切}こ大
字当局に希望する次第である 。
【1】(イ)は二正数の相加平均と相乗平均
の関係不窪式の連読使用で谷易に出来るo教
科密の例題にもあ 間

のか、または既成公式として使用してよいの
か、迷つた蔭もいただろうが前者が無難とい
λよう。(ロ)は(イ)の活用ですぐ出釆るが、
このような錫導型式の出題形式は好感がもて
る。
【2】は`♂1次驚式の因数分解と、閃数の組
台せの翫力だけ℃これまた魯易℃ある・
【d】では(イ)、(ロ)とも平面幾伺でも代数
山翼(二たしメネノウスの定理を利用する)で
も1妬ノミマきるがこのように尚り使いの出来る
問題もメ(いに糺構であるo受験生としても1
つの押鵜 ごも考てられるあらゆる刀法て研究
してける首欲が数劉こ強くなる近遵である.

が
上
位
+
校
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

こ
の表
以
外
の
学
校
で
は
京
都
桃
山

(二
十
六
人
)
岡
山
操
山
(二
十
六

人
)
京
都
山
城
(二
十
五
人
ゾ
石
川
金

.沢
大
付
属
(二
十
五
人
)
福
井
牒
島

(二
十
五
人
)
滋
賀
彦
根
東
(二
十

人
)
福
岡
小
幽
ρ二
十
人
)
が
二
十
人

台
書

め
た
.

今
年
度
の
合
格
者
分
布
を
総括
的
に
み

て
み
る
と
、
大
阪
、
兵
晦
勢
の
驚
異
的

な
雌
出
は
ス
ト
ソ
プ
し
、
こ
こ
数
年
釆

鼠
都
勢
(特
に
公
立
高校
)
が
斜
陽
の

波
を
依
然
と
し
て
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
近
畿勢
度
の鍼
進
は昨
年
度

を
最
高
に
し
て
足
踊
み
し
て
い
る
のに

対
し
、
地
方
で
は
愛知
県
の
こ
こ
数年

米
の
飛
躍
的
な
進
出を
第
頭
に
四国

勢
、
中
国
山
陽
地
方
な
ど
中部
以
西
が

順
調
に
伸
び
て
い
て
、し
かも
それ
が

数
秋
の
地
方
名
門校
に
備
る傾
向
に
あ

る
。
(な
お
表
で
の
広
大付
高
は広
島

校
と
揺
山校
の
両合
格
者
叡
)

写
翼
は
法
学
部
舎格
看
発
豪
風
景

胃一曽一雪
-雪一「
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田
本
石
松

文博京大名誉教授
理博

①随一の教授陣・10年の歴史

②理想的独自の教材・毎年改訂増補

③各高校集団申込の公開模試

④委託寮完備120名収容可能

 

聞

色

■

特

京部 の住宅事情 により下 宿
入 寮 者 は 至 急 申 込 を要 す

昼間総合受験科 丈理別・充実した時聞割

夜間総合受験科 全科目授業・学費低廉

英数 日土 講習 基礎学力補充毎週テスト

開 講 昼夜4月13日

昼夜文理各科とも定員まで申込受付

定期学割あり 下宿あつせん

案 内 書30円 送

京都市左京区岡崎徳威町5電(7r)6141-43

京阪三条から徒歩8分/京 阪四条から市電①⑳

の東行/市 電岡崎公園前下車すぐ

 

[
謄

率
直
]

予
備
校

向が今年度は1題に減つて、坦に対μ又,寸
算が剖分的に見受けられ、また三角団飯
の微が・横分がその比亟を増してさたが
ζれを新高校教肖課程(特に数学科にお
いては質 ・壁ともにかなりのレベルノソ
プ)に ょる卒業生が大学を受験する昭和
四十一牢度を闘近にひかえての足ならし
と見るのは、うがちすぎた見方で/

霧董≡灘 羅 羅 読 鉾 駐 爵の欄にもあるような間題嚇 ただ

誕藻諾誘鎧鑑 恥巷離原にて蹴 纒離 撒 繍 奪

一

【41は血年よく見受ける入試問題の一っの型で一通り受験勉強した者には、解決の糸口にはな

じみがあつたかも知れないが、後の訓鼻の必理には実ノ」の相己う∫かなり'Lしたことと思う。現役組

にとっては、二直程の父角の扱ひゐが質的に呈不公武以⊥こあることを、軌跡の迦証が不慣れてあ

つたことがやや不利を招いたかもしれない。

【A5】では凶数列の猟φ斯h刀∫収烈するため 必喫十分某門といういかめしい浅現に多くの者はと

まどつたであろう。とくに外限二塀 轍 および磁り一届の簡単な無限級烈の収来・発敬のみをとり

あっかつた現役組には屍用とはいえ、少ノげ 、ビに方れすきたかもしれない。

【A6】においてはB・Oの 求めノ・はまあまあとしても・Aのつかみ乃にかなりの技巧を要する

ことに石iの 抵勇しを感ずる・
【B5】も最血洗行の二次方程式の根の定実数との大小問題で月並みと 云えばそれまでである
が・係数の対郷 圓 こ荊出の憤亟さを仏する・(ロ)で は与三・を扱いなれた施丸に変換する能力が .
必要であるが、この友換L力は受欧志が今後大いに学ぷべき所と,ごふ。

【B6コでは湿 焔 の展へ 購 駅とその鵬 ・こ多分の困難性がある・係蝕鵬 味の対称とな

る文3を 諦 こ触 の'il艶 鴇了の;繭で一応良湖とはいえるが、文字が二つのこの問の解決には
殆んどの翻 当惑したであろう・しかしながら貯 への瀕れとグラフの嗣 の関髄 中心としたこ
の裡の闘題解決に踊 ∫ることは・商楓 卑 おいても天いに弓蝋 されるべき目標の一つといえる.

(京都市文日宵丘箭校教諭)
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耀
騨
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を脳
の自

拾つ

の考へ方の過程がほぼその実力通り解答
の中に紀述されることは公平な立場から
い,ご かなり疑問視される。側えは同じ
0湘でも質的には相当の嘔のあるものと
なって、受験生の学力の統計的テストと
いう意義からして若fの 不満が残る。し
かしながら【3】【4】が標準的で、選択聞
題がやや難という取りムわせからい 一

関西文理学院

最貰の禽審と寅績
飾 眺 校恥最寳の教鱒 で木動の評髄 得てい林 校は.常に進歩を粟めて歩みつづけています

.全員大学敦摸によって構成する搏尊臨の経験 熟憲・迫力は本校のみでみられるものです.
明慮な櫨膨の倉縞者
職 が毎年舷 する「模蹴 靴入踊 果の対臓」のみが受験生に

麗嶽 躍;羅 綴號 皇1、鋤 ・・入・囑 ・・
侮瑠 ・ooo名の生徹 収容し,粥 名(塒)娚 名(雛)420名(塒)

と,年々大量の合格者を京大に送っている本校の力は,諸 君に最適 の勉
巨学の場を与λますo

充輿さ"る 融●

今轍 増埆 蝦 され(隣地へ㎝ 坪撒)み どりの学園を賄 して,撒備が飛納
に改齢 れます。受粧 励{,く らく,じ めじめし紬 似 ζ

ならないよう'明 るい気持のよい学校 として禰 を正 しく鱒 したい
。

写 口寮 の 寛成

鉦年他府県から入学 する諸君には京都における下宿を斡旋してきまし
たが・(38隼は600名 を下宿に斡旋決定)今鰍 蘭 であ.た 専融 ん り

寮(鉄筋コンクリー ト3階建)が完成し,更 に働学生徒の便宜を計るζと

がで きるようになりました.

今 年5全 国の優秀な愛験生が木校に来 り,学ばれることを期待 してい
ます.

,開.?'A

291



{4}昭和39年(1964)3月23日(丹 曜日)常 弼 粥 働齢 ∈繭〒'聞

学 内 唯 一 の マ ス メ デ ィ ア

週刊 京 都 大 学 新 聞

:窪鞭 盤鐸 潔 農弊 騙 門前
【一 年 間400円 早50円 】京 都 大 学新 聞社 振 魯京 都3909

トサボ リ校舎
患難は忍耐を生み出し、忍耐は錬達を生み出し

ア ペ ソ 校 舎

大阪市西区江戸堀北 通2丁 目12

(電)441-0892'錬 達 は希 望 を生 み 出す こ とを知 つて い る。(聖書 ロー マ人 へ の手紙)

大阪市天王寺区大道町3丁 目10

(電)771-1512

大 学 受 験 ・高 校 受験

▼ 卿

r毘 彰L劉ll
■ 一 一 ■ 一

全周合格目標を達成した定評の愛験指導

■隔 ■國

`頚L▲
一

39年 度 新 学 期 開 講
4月18日

午則部 東 大・一橋大受験科(避試施行少数ノ上員制)

謡瀧1誓欝1監1}一 一
一
狩 謹 高 校 在 学 生 ク ラス(1モM.2.3年4.30～6.40)

以}各 科 詳 細学 則 をご ら ん下 さ い●一

雛 贈 評 猶 丁嵩TEL{§ll≡llll

活溌な質擬応答と、優秀な問題による試錬の場

後進の諸君に
紹介 して下さい

新 学 期 申込鮒 中
4月25日開講

機構 を 新 た に出 発 す る

東 大 科選 叛 試 験

(1)3月28日('2)4月6日

(3)4月10日(4)4月16日

(5)4月21日

東 大 料(理科系・文科系)

綜 合 科(理桝糸・文科糸)

早 慶 科(文科糸)

萸単語科・英{4文科

数学特別摺導科

理科・社会科。選択科

 

全
日
部

年
後
部

日曜部幡 讃調

選抜クラスである索大受験科は
嚇に少数精鋭主義を叱ソトーと
し、教師と掘走との個人的桜,強
を緊{鎌こする。

 

正

敷ズ

学

園
東礁 綴 欝 瀦 募3正 修 羅 ¢91)蟹

39年 度 新 学 期

開講 、4月20日

A(理 科平・文科 系揖業、試験、ゼミ併用)

系目標 一
B(数 王、皿コース、数1コース)

C

D(灸 国コース)

部
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申込受付中 下宿斡摩 果内漕髭 〒10円望

東京都豊島区巣鴨6の20電(982)5623
国電.都 電犬 塚駅2鈴

り

伝統に輝く大学受験予備校

一 申 込 受 付 中 一一

0東 大 一橋一般大学科

O早 慶 大科O女 子大科
滞 淵

静 崇 諸灘:.ゐ.罵弱轄 備 隠静:演臓:る翼勅謝臓}轍鞭 鶉㈲}齢 一 猷臨..β臓}o◎9◎㎜ 瀞.粥

Q難 大 学予備校(開講4別5日)
o外 語大科

O理 工系大科

し大 学 受 験 選 択 科(開 講4月6日)

英 ・数 ・国。理科・社会・英書取

英誤文訂正科・英数国テスト科(等 々)
冥.繍 倒"動渉博M講

り一一 般 語 学 部(開 講4月6日)

英・独 ・仏・伊・露・スペイン・中国・ボル野

ガル・英ガイド科等(初歩より大学程度まて)

※詳細は入篠 内参照…・蒲 婁望者は蛸

東京 都新宿区諏訪町二四三番地
国電・都電高田馬場駅上
電(371)7669

、
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